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農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

一
問
題
意
識
と
課
題

ニ
農
地
転
用
の
動
向

三
分
析
の
た
め
の
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー
ク

回
転
用
農
地
価
格
の
動
向
と
転
用
農
地
の
供
給
関
数
の
計
測

五
要
約
と
残
さ
れ
た
問
題

問
題
意
識
と
課
題

開
発
可
能
な
未
利
用
地
の
皆
無
に
等
し
い
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
経
済

成
長
に
伴
う
都
市
的
土
地
利
用
の
拡
大
は
農
林
業
的
土
地
利
用
の
縮
小
と

直
接
的
に
結
び
つ
か
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
た
め
両
者
の
聞
に
お
け
る
土
地

利
用
上
の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
農
地
面
積
は
、
昭
和
三
六
年
以
降
一
貫
し
て

《
ノ
i
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

減
少
し
て
お
り
・
こ
の
状
況
の
中
で
農
林
水
産
省
〔
お
〕
は
、
食
料
の
安

全
保
障
お
よ
び
高
生
産
性
農
業
の
実
現
の
た
め
に
、
農
地
を
確
保
す
る
必

要
性
の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

農
地
面
積
は
農
地
の
造
成
と
壊
廃
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
壊
廃
は
植

林
・
耕
作
放
棄
に
よ
る
荒
地
化
と
い
っ
た
耕
境
後
退
的
な
も
の
と
、
都
市

的
利
用
へ
の
転
用
と
に
よ
り
成
り
、
両
者
の
性
格
は
異
な
る
。
後
者
は
農

地
に
対
す
る
非
農
林
部
門
か
ら
の
需
要
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

際
の
取
引
価
格
は
一
般
に
農
業
の
収
益
性
か
ら
計
算
さ
れ
る
価
格
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
前
者
は
、
農
業
的
に
利
用
し
続
け
る

こ
と
が
採
算
的
で
な
く
、
し
か
も
非
農
林
業
か
ら
の
需
要
が
存
在
し
な
い

場
合
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
農
地
の
こ
の
よ
う
な
壊
廃
は
都

市
近
郊
に
お
い
て
も
起
こ
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
必
要
な
農
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、
政
策
変
数
で
あ
る
農

地
造
成
を
ど
の
程
度
進
め
る
べ
き
か
の
判
断
は
、
右
の
様
な
農
地
の
壊
廃

が
将
来
ど
の
程
度
進
む
か
と
い
う
見
通
し
に
依
存
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
農
地
の
壊
廃
の
う
ち
主
と
し
て
非
農
林
業
か
ら
の

需
要
に
起
因
す
る
農
地
の
都
市
的
転
用
に
つ
い
て
、
近
年
に
お
け
る
動
向

お
よ
び
そ
の
変
動
を
説
明
す
る
要
因
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
農
地
の
都
市

的
転
用
は
、
都
市
近
郊
に
お
け
る
宅
地
等
の
供
給
を
規
定
す
る
最
大
の
構

成
要
素
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
様
な
分
析
は
ま
た
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

何
ら
か
の
知
見
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
植
林
・
耕
作

七



《
ノ
I
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

放
棄
に
よ
る
農
地
の
壊
廃
に
つ
い
て
は
特
に
分
析
せ
ず
、
他
の
機
会
に
譲

る。
農
地
の
都
市
的
転
用
は
、
転
用
農
地
市
場
に
お
け
る
需
給
関
係
に
よ
り

決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
扱
っ
た
研
究
成
果
の
多
く
は
、

転
用
農
地
価
格
あ
る
い
は
一
般
の
市
街
地
価
格
の
形
成
に
関
す
る
分
析
を

も
含
ん
で
い
る
。
実
証
分
析
の
多
く
は
農
地
転
用
の
動
向
を
需
要
サ
イ
ド

(

l

)

 

の
要
因
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
が
、
現
実
の
農
地
転
用
は
需
要
要
因
の

み
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
転
用
農
地
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
の
み
説
明
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
農
家
サ
イ
ド
(
供
給
サ
イ
ド
)
の
要
因
に
よ
っ
て
も

決
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
農
地
転
用
を
農
家
サ
イ
ド
の
要
因
に

よ
り
分
析
し
た
も
の
に
岩
田
〔
5
〕、〔

6
Y
黒
岩
〔
M
〕
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
農
地
転
用
を
農
家
の
主
体
均
衡
の
結
果
と
し
て
説
明
す
る
理
論
的
な

(

2

)

 

分
析
で
あ
る
。

本
論
で
は
農
地
の
都
市
的
転
用
を
、
農
家
の
供
給
反
応
と
し
て
捉
え
、

こ
れ
を
定
式
化
し
、
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
デ
ー
タ
を
用
い
た
転
用
農
地
に
関

す
る
マ
ク
ロ
の
供
給
関
数
を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
動
向
を
説
明

す
る
諸
要
因
に
つ
い
て
実
証
的
に
分
析
す
る
。
そ
の
際
の
転
用
農
地
価
格

は
、
一
般
の
市
街
地
価
格
か
ら
波
及
し
て
形
成
さ
れ
、
農
業
あ
る
い
は
農

家
に
と
っ
て
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

ま
ず
次
節
で
は
、
農
地
の
人
為
的
壊
廃
の
近
年
に
お
け
る
動
向
と
、
ほ

ぼ
農
地
の
売
却
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
土
地
売
却
代
金
の
農
家
経
済
に
お

七

け
る
地
位
を
、
前
者
に
つ
い
て
は
全
国
お
よ
び
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
、
後

者
に
つ
い
て
は
全
国
デ
l
タ
の
み
に
よ
り
把
握
す
る
。
第
三
節
で
は
、
転

用
農
地
に
関
す
る
農
家
の
供
給
反
応
を
説
明
す
る
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
を

一
不
し
、
第
四
節
で
、
転
用
農
地
価
格
と
市
街
地
価
格
と
の
関
係
を
把
握
し

た
上
で
、
第
三
節
で
特
定
化
さ
れ
た
転
用
農
地
の
供
給
関
数
を
計
測
す
る
。

最
後
に
第
五
節
で
は
、
本
論
全
体
の
ま
と
め
と
、
問
題
点
の
指
摘
を
行
な

v
円
ノ
。

農
地
転
用
の
動
向

第
一
図
は
『
農
地
移
動
実
態
調
査
』
(
農
林
水
産
省
)
に
よ
る
農
地
転
用

面
積
(
全
国
計
)
を
用
途
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
地
の
都
市
的
転

用
(
第
一
図
で
は
「
植
林
を
除
く
合
計
」
)
は
、
昭
和
四
四

t
四
八
年
の

間
に
、
年
間
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
で
推
移
し
、
前
後
の
期
間
に
比
し
て

著
し
く
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
都
市
的
転
用
に
つ
い
て
、
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
の
は
住
宅
地
へ
の
転
用
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
昭
和
四
九
年
以

降
ほ
ぼ
減
少
傾
向
に
あ
り
、
都
市
的
転
用
全
体
に
占
め
る
比
率
も
低
下
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
道
水
路
・
鉄
道
用
地
へ
の
公
共
的
利
用
へ
の
転

用
は
、
他
の
用
途
へ
の
転
用
に
比
し
て
変
動
が
少
な
く
、
昭
和
五

0
年
代

に
入
っ
て
か
ら
の
都
市
的
転
用
面
積
全
体
の
安
定
の
下
支
え
を
し
て
い
る
。

農
地
転
用
の
動
向
と
経
済
成
長
や
固
定
資
本
形
成
と
の
因
果
関
係
は
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
安
定
成
長
下
の
昭
和
五

0
年
代
に



お
け
る
農
地
の
都
市
的
転
用
面
積
が
高
度
経
済
成
長
下
の
昭
和
四

0
年
代

初
頭
に
お
け
る
そ
れ
に
比
し
て
、
特
に
大
き
く
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
用
途
別
農
地
転
用
面
積
の
農
業
地
域
別
に
み
た
動
向
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
総
て
の
農
業
地
域
に
つ
い
て
の
動
向
を
図
や
表
に
一
示
す
こ
と

は
紙
面
の
浪
費
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
典
型
的
な
動
き
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
五
つ
の
地
域
に
つ
い
て
の
み
、
第
二
図
A
t
E
に
示
し
、

類
似
の
動
き
を
し
て
い
る
そ
の
他
の
地
域
は
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
。

農地転用面積(全国)第 I図

ノ'iha
6 

5 

4 

2 

M十本を除く fTA十

。

こ
れ
ら
に
よ
り
農
地
の
都
市
的
転
用
面
積
は
地
域
に
よ
り
か
な
り
異
な

っ
た
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
用
途
別
の
構
成
は
特
に
「
道
水
路
・

鉄
道
」
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
図
(
全
国
計
)

(

3

)

 

に
お
い
て
見
ら
れ
た
昭
和
四
四
年
の
都
市
的
転
用
面
積
の
急
増
は
、
北
海

道
・
北
陸
・
中
国
に
お
い
て
顕
著
な
形
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
そ
の

用
途
別
の
要
因
に
つ
い
て
も
、
東
北
で
は
主
と
し
て
鉱
工
業
へ
の
転
用
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
賀
市
海
・
中
国
で
は
主
と
し
て
住
宅
へ
の
転
用
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
都
市
的
転
用
の
用
途
別
構
成
の
特
徴
と
し
て
は
、
都
市
化

工拡業

|
|
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資料:農林水産省『農地移動実態調査J].
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第 2園地域別農地転用面積
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の
比
較
的
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
東
海
に
お
い
て
、
道
水
路
・
鉄
道
へ

の
転
用
の
割
合
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
割
合
は
、
各
地
域

に
つ
い
て
、
昭
和
五

O
年
以
降
お
お
む
ね
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
昭
和
四
二
、

四
三
年
と
昭
和
五

0
年
代
と
を
比
較
す
る
と
、
東
北
・
中
国
の
両
地
域
に

耕地の人為壊廃面積(全国〕第 3図
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5 

お
い
て
、
雨
期
間
の
都
市
的
転
用
面
積
に
大
き
な
差
が
な
い
か
、
あ
る
い

は
昭
和
五

0
年
代
に
お
け
る
方
が
都
市
的
転
用
面
積
の
大
き
い
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
は
、
多
く
は
、
道
水
路
・
鉄
道
へ
の
転
用
面
積
の
ト
レ
ン
ド

に
依
存
し
て
い
る
。
植
林
へ
の
転
用
は
、
北
海
道
を
除
き
ほ
ぼ
類
似
の
動

6 

55"f-50 45 40 35 31 

3 

'
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55年45 

資料:農林水産省『耕地面積調査~.

注 前年 8月 l日から当年の 7月31日までの壊廃面積.
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七
六

き
を
し
て
い
る
。

第
三
図
は
、
『
耕
地
面
積
調
査
』
に

よ
る
農
地
の
人
為
壊
廃
面
積
を
、
第
一

図
と
対
比
す
る
意
味
で
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
両
統
計
に
よ
る
農
地
転
用
面
積

と
農
地
の
人
為
嬢
廃
面
積
と
は
定
義
、

推
計
期
間
お
よ
び
推
計
方
法
の
異
な
る

た
め
明
ら
か
に
一
致
し
な
い
。
し
か
し

『
耕
地
面
積
調
査
』
に
よ
る
人
為
壊
廃

面
積
の
う
ち
の
植
林
・
そ
の
他
を
除
く

合
計
面
積
は
、
『
農
地
移
動
実
態
調
査
』

の
植
林
を
除
く
農
地
転
用
面
積
と
定
義

は
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
第
一
図
と
第

二
図
と
を
比
較
す
る
と
、
お
お
む
ね
の

対
応
関
係
は
認
め
ら
れ
る
。

第
二
図
の
「
植
林
・
そ
の
他
」
に
よ

り
、
都
市
的
な
利
用
以
外
で
農
地
が
ど

れ
ほ
ど
減
少
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
(
以
下
こ
れ
を
粗
放
的
壊
廃
と
呼

ぶ
)
。
農
地
の
粗
放
的
壊
廃
を
田
畑
別

に
見
る
と
、
昭
和
四
九
l
五
一
年
を
除



農家経済における土地売却代金の地位

①土地売却 金融資産
(参考)

年度
(純〕 の 純 増 所得 ②土(地)売却|②/可処分

粗 i 所得

37 12.9 72.8 13.6 ! 24. 7 4.64 

38 32.0 90.6 5.36 13.6 57.1 9.57 

39 42.1 I 122.4 ι.1号| 14.4 66.3 9.73 

4J 45.2 ' 134.8 5.83 15.6 78.0 10.06 

41 29.6 145.7 3.38 17.1 65.7 7.50 

42 Eコ.9 178.9 2.94 18.9 60.8 5.78 

43 33.3 156.4 2.90 16目 6 79.2 6.ヲ3

44 104.0 214.9 8.09 ! 15.8 152.3 11. 85 

45 140.5 : 270.9 15目 4 205.4 14.18 

46 161. 0 313.9 10.1 14. 7 209.6 13.13 

47 305.2 532.9 16.0 383.5 20.0ヲ

48 363.8 621. 8 15.2 22.0 478.0 20.01 

49 144.6 4.74 24.6 222.1 7.28 

50 115.0 i 748.6 3.22 25.8 189.0 5.29 

51 96.5 657.2 2.52 ! 24. I i 179.5 4.69 

第 l表B
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876.2 
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資料:農林水産省『農家経済調査報告11.
i注.土地売却，金融資産の純増の単位は l戸あたり千円，他は%.

金融資産の純増=(預貯金等十売掛未収入金)-(借入金十買掛未払金〕 可処

分所得，貯蓄は『農家経済調査報告Jの定義によるものをそのまま用いている.
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き
、
そ
の
多
く
は
畑
の
粗
放
的
壊
廃

に
よ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
畑

の
粗
放
的
壊
廃
は
、
昭
和
四

O
年
お

よ
び
昭
和
四
二

l
四
六
年
に
お
い
て

四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
近
い
水
準
に
あ
っ

た
が
、
以
後
昭
和
四
六

i
五
一
年
ま

で
二
万
五
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
で
推

移
し
、
昭
和
五
二
年
以
降
減
少
傾
向

に
あ
る
。
田
の
粗
放
的
壊
廃
は
、
昭

和
四
九

t
五
一
年
に
お
い
て
他
の
期

間
に
比
し
て
著
し
く
高
い
水
準
に
あ

る
。
こ
れ
は
昭
和
四
九
年
に
お
け
る

休
耕
に
対
す
る
補
助
金
給
付
の
中
止

に
伴
う
統
計
作
成
上
の
問
題
に
よ
る

(

4

)

 

も
の
と
思
わ
れ
る
c

農
地
の
都
市
的
転
用
が
右
の
様
な

動
向
を
一
ホ
す
中
で
、
土
地
売
却
代
金

は
農
家
経
済
の
中
で
ど
の
様
な
地
位

を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第

l
表
A
お
よ
び
B
は
農
家
の
土
地
売

却
代
金
と
他
の
経
済
指
標
と
の
関
係

七
七



《
ノ
!
卜
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

を
、
『
農
業
及
び
農
家
の
社
会
勘
定
』
と
『
農
家
経
済
調
査
』
(
い
ず
れ
も

農
林
水
産
省
)
と
に
よ
り
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
i
表
A
は
、
土
地
売
却
代
金
は
農
家
経
済
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な

地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
土
地
売
却
の
総
資
本
調
達
に

占
め
る
割
合
は
、
昭
和
三
五

t
四
八
年
ま
で
一
貫
し
て
増
加
し
、
昭
和
四

九
年
以
降
に
は
減
少
し
た
が
、
昭
和
五

0
年
代
に
お
い
て
も
な
お
三
割
程

度
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
土
地
売
却
の
可
処
分
所
得
に
対
す
る
比
率
も
、

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
動
き
を
し
て
お
り
、
昭
和
五

0
年
代
に
お
い
て
は
一

一
、
二
%
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

両
角
〔
日
〕
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
四

0
年
代
以
降
、

土
地
売
却
は
資
金
余
剰
な
い
し
金
融
資
産
の
純
増
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
結
果
的
に
は
、
農
家
が
全
体
と
し
て
土
地
と
い
う
非
流
動
的

な
資
産
を
、
よ
り
流
動
的
な
資
産
で
あ
る
金
融
資
産
に
変
換
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
非
農
業
部
門
か
ら
農
家
に
流
れ
た
土
地
売
却
代
金
が
非
農
業

部
門
の
資
金
と
し
て
還
流
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
第
l
表
B
に
よ
り
右
と
類
似
の
指
標
を
見
る
と
、
土
地
売
却
の

金
融
資
産
の
純
増
や
可
処
分
所
得
に
対
す
る
比
率
は
、
昭
和
四
四
1
四
入

年
を
除
い
て
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
こ
れ
は
両
統
計
の
調
査
方
法
の
相

(

5

)

 

違
に
よ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
昭
和
四
四

t
四
入
年
に
お

い
て
は
、
土
地
売
却
代
金
が
農
家
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
構
成
要
素
に
な

っ
て
い
た
こ
と
に
相
違
は
な
い
。

七
八

ま
た
第
l
表
A
は
、
農
家
の
貯
蓄
率
、
が
昭
和
四
三

t
四
九
年
に
お
い
て

か
な
り
低
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
土
地
売

却
代
金
が
高
水
準
に
あ
る
こ
と
と
対
応
す
る
傾
向
で
あ
る
。
農
家
貯
蓄
率

と
土
地
売
却
代
金
の
農
家
可
処
分
所
得
に
対
す
る
比
率
と
の
相
関
係
数
は
、

昭
和
三
五

t
五
六
年
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
・
六
八
O
、
昭
和
四
O
I
五

六
年
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
・
八
四
九
で
、
い
ず
れ
も
一
%
水
準
で
有
意

で
あ
る
。
第
i
表
B
で
こ
れ
と
対
応
す
る
相
関
係
数
は
、
昭
和
三
七

t
五

六
年
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
・
一
九
六
、
昭
和
三
七

t
四
五
年
に
つ
い
て
、

マ
イ
ナ
ス
・
二
四
O
で
、
負
の
値
を
示
し
て
は
い
る
が
、
有
意
な
相
関
は

認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
昭
和
四
五

t
五
六
年
に
つ
い
て
、
そ
の
値
は
マ

イ
ナ
ス
・
四
二
六
で
、
二
O
%
水
準
で
は
有
意
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
土
地
売
却
と
貯
蓄
率
と
の
関
係
は
、
農
家
の
資
本
勘
定
と

所
得
勘
定
と
を
切
り
離
し
て
議
論
す
る
際
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
固
定
資
本
減
耗
と
政
府

か
ら
の
資
本
移
転
は
農
家
に
と
っ
て
当
面
制
御
で
き
な
い
も
の
と
す
る
と
、

農
家
が
実
物
面
で
必
要
と
す
る
資
本
の
調
達
は
、
主
と
し
て
貯
蓄
と
土
地

売
却
と
に
よ
り
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
こ
つ
は

代
替
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
農
家
が
自
己
住
宅
等
の
固
定
資
本
形
成
を
行

(
6
)
 

な
う
と
き
、
そ
の
資
金
を
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
調
達
す
れ
ば
、

そ
の
た
め
の
資
金
確
保
や
借
入
金
の
返
済
の
た
め
の
貯
蓄
の
発
生
は
、
社

会
勘
定
上
起
こ
ら
な
い
。
土
地
と
い

h

ユ
両
価
な
資
産
の
保
有
主
体
で
あ
る



主
と
し
て
都
市
近
郊
の
農
家
に
と
っ
て
は
、
右
の
よ
う
な
、
消
費
と
貯
蓄

と
を
決
定
す
る
フ
ロ

l
面
で
の
意
志
決
定
と
ス
ト
ッ
ク
面
で
の
意
志
決
定

と
の
相
互
依
存
関
係
は
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
土
地
売
却
行
動
は
基

本
的
に
は
資
本
勘
定
に
お
け
る
資
産
選
択
行
動
で
は
あ
る
が
、
昭
和
四
四

t
四
八
年
の
様
に
土
地
売
却
代
金
が
農
家
経
済
に
と
っ
て
か
な
り
の
ウ
エ

ー
ト
を
占
め
て
い
た
よ
う
な
時
期
に
は
、
そ
れ
は
農
家
の
貯
蓄
(
消
費
)

(

7

)

 

行
動
に
も
影
響
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

分
析
の
た
め
の
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー
ク

本
節
で
は
、
次
節
で
計
測
す
る
転
用
農
地
の
供
給
関
数
を
特
定
化
す
る

た
め
の
簡
単
な
フ
レ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
を
示
す
。
土
地
市
場
に
関
す
る
理
論

モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
多
く
の
研
究
が
為
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で

は
小
{
呂
〔
日
〕
で
示
さ
れ
た
耐
久
生
産
財
(
土
地
は
代
表
的
な
耐
久
生
産

財
で
あ
る
)
市
場
に
お
け
る
現
在
価
格
と
将
来
価
格
と
の
問
の
裁
定
条
件

を
、
都
市
的
に
利
用
可
能
な
農
地
に
関
す
る
農
地
保
有
者
(
農
家
)
の
裁

定
条
件
と
し
て
若
干
の
変
更
を
加
え
て
適
用
し
、
そ
れ
に
よ
り
転
用
農
地

(

8

)

 

の
供
給
関
数
を
特
定
化
す
る
。
次
節
で
の
計
測
の
対
象
と
な
る
期
間
は
昭

和
四
二

I
五
六
年
で
あ
り
、
こ
の
期
間
中
に
為
さ
れ
た
農
地
転
用
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
政
策
的
な
要
因
も
同
時
に
検
討
す
る
。

分
析
の
対
象
は
都
市
的
な
利
用
の
当
面
可
能
な
土
地
で
あ
り
、
そ
の
中

に
は
農
地
、
林
地
お
よ
び
空
地
と
い
っ
た
、
現
時
点
で
は
都
市
的
利
用
に

《
ノ

l
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

供
さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
存
在
し
て
い
る
。
都
市
的
利
用
と
は
農
林
業
以

外
で
の
利
用
を
意
味
す
る
。
ま
た
都
市
的
利
用
が
可
能
と
い
う
の
は
、
物

理
的
な
可
能
性
を
言
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
経
済
的
な
意
味
で
用

(
9〉

い
て
い
る
。
こ
の
可
能
性
は
交
通
網
等
公
共
施
設
の
整
備
状
況
お
よ
び
人

(ω) 

々
の
選
好
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
都
市
近
郊
に
お
い
て
農
地
の
様
に
利
用
度
の
低
い
土
地
が
保
有

さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
を
確
認
し
て
お
く
。
こ
の
様
な
土
地
は
利

用
度
を
高
め
れ
ば
、
収
益
は
一
般
に
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
限
り

に
お
い
て
右
の
様
な
事
実
は
経
済
合
理
的
な
行
動
の
結
果
で
は
な
い
よ
う

に
み
え
る
。
そ
の
土
地
を
現
時
点
に
お
い
て
売
却
し
て
し
ま
わ
な
い
の
は
、

将
来
に
お
け
る
地
価
の
値
上
が
り
を
見
込
み
、
イ
ン
カ
ム
・
ロ
ス
を
上
回

る
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
を
得
ょ
う
と
す
る
行
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
右

の
問
題
は
結
局
、
現
在
の
土
地
所
有
者
が
将
来
に
お
い
て
土
地
を
売
却
す

る
ま
で
の
聞
に
、
そ
の
土
地
が
高
度
利
用
さ
れ
な
い
(
転
用
さ
れ
な
い
)

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
題
に
帰
着
す
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
農
地
等
を
他
の
都
市
的
利
用
に
転
用
す
る
に
は
費
用
が
か
か
り
、

こ
の
た
め
一
度
あ
る
用
途
に
転
用
し
た
土
地
を
他
の
用
途
に
転
用
す
る
場

合
に
は
多
く
の
損
失
を
招
き
や
す
く
、
将
来
に
お
い
て
土
地
を
売
却
し
よ

う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
一
般
に
そ
の
土
地
を
転
用
し
な
い
こ
と
が
有
利

に
な
る
。
ま
た
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
土
地
の
所
有
者
は
個
人
で
あ
り
、

七
九



《
ノ
I
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

彼
ら
が
個
々
に
多
く
の
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
は
困
難
を
伴
い
、
し

た
が
っ
て
大
規
模
な
転
用
は
行
な
わ
れ
難
い
。

第
二
に
こ
れ
ら
の
土
地
の
所
有
者
自
ら
が
そ
の
土
地
を
高
度
利
用
す
る

場
合
、
高
収
益
が
確
実
に
得
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
損
失
を
こ

う
む
る
可
能
性
も
あ
り
リ
ス
ク
を
伴
う
。
そ
の
土
地
に
よ
り
あ
る
事
業
を

営
も
う
と
す
る
場
合
、
土
地
所
有
者
(
農
家
等
の
個
人
)
は
一
般
に
そ
の

事
業
を
営
む
た
め
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
を
持
た
ず
、
こ
の
リ
ス
ク
は
ま
す
ま
す

大
き
な
も
の
と
な
る
。
他
人
に
土
地
を
賃
貸
し
、
彼
に
そ
の
土
地
を
高
度

利
用
さ
せ
る
ケ

l
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一
度
賃
貸
し
た
土
地
を
売
却
す

る
こ
と
に
は
困
難
を
伴
う
の
が
現
実
で
、
こ
の
よ
う
な
ケ
l
ス
は
一
般
化

し
な
い
。
所
有
者
自
ら
が
行
な
い
得
る
土
地
の
高
度
利
用
法
は
、
せ
い
ぜ

い
小
規
模
な
ア
パ
ー
ト
経
営
程
度
で
あ
ろ
う
。

転
用
農
地
の
供
給
関
数
を
導
く
に
あ
た
り
、
左
の
川

t
附
の
前
提
な
い

し
仮
定
を
お
く
。

山
総
て
の
土
地
は
同
質
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
異
な
っ
た
質
ご
と

の
土
地
の
賦
存
量
の
比
率
は
不
変
で
あ
る
。
こ
こ
で
土
地
の
「
質
」

と
言
う
の
は
、
そ
の
土
地
を
農
林
業
的
に
用
い
る
と
き
の
豊
度
を
意

味
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市
的
に
利
用
す
る
場
合
の
、
都
心
か
ら
の

距
離
や
公
共
施
設
の
利
用
可
能
性
等
に
よ
っ
て
決
ま
る
そ
の
土
地
の

立
地
条
件
を
意
味
す
る
。
こ
の
仮
定
は
、
以
下
で
行
な
う
平
均
価
格

を
用
い
た
議
論
を
十
分
意
味
の
あ
る
も
の
と
す
る
。

八
O 

同
都
市
的
に
利
用
可
能
な
士
地
の
賦
存
量
は
、
各
期
に
お
い
て
所
与

で
あ
る
。
な
い
し
は
そ
れ
刊
か
、
土
地
の
価
格
に
よ
っ
て
は
影
響
さ
れ

な
い
(
固
定
供
給
)
。

川
州
都
市
的
に
利
用
可
能
な
農
地
の
所
有
者
は
多
数
の
農
家
で
あ
り
、

彼
ら
は
価
格
形
成
力
を
持
た
な
い
。

凶
土
地
を
農
業
的
に
利
用
寸
る
と
き
の
収
益
は
、
都
市
的
利
用
の
可

能
な
農
地
の
価
格
巳
よ
っ
て
は
影
響
さ
れ
な
い
。

川
州
各
期
に
お
い
て
、
土
地
に
関
す
る
需
給
の
均
衡
が
達
成
さ
れ
る
。

同
農
地
は
収
益
の
実
現
が
不
確
実
な
資
産
で
あ
り
、
か
つ
金
融
資
産

に
比
し
て
非
流
動
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
融
資
産
は
収
益

の
実
現
が
確
実
な
資
産
で
あ
る
。

間
農
家
は
危
険
回
避
者
で
あ
り
、
適
当
な
流
動
性
を
好
む
。

附
土
地
の
将
来
価
格
に
対
ナ
る
農
家
の
期
待
は
同
一
で
な
く
、
適
当

に
分
散
し
て
い
る
。

右
の
諸
仮
定
の
下
で
、
都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
に
関
す
る
農
家
の

裁
定
条
件
を
次
の
よ
う
に
設
定
十
る
。
つ
ま
り
、
今
期
あ
る
農
地
一
単
位

に
投
資
し
、
そ
れ
を
向
年
後
に
し
売
却
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
任
意
の
R

に

対
し
て
、

ョ
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但
し
記
号
の
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

N
v
h
・
今
期
に
お
け
る
土
地
の
市
場
価
格

コF
・
各
期
に
、
そ
の
土
地
を
農
地
等
と
し
て
利
用
し
た
場
合
に
得
ら

れ
る
収
益
に
関
す
る
、
農
家
の
期
待
値

も
:
代
替
的
な
資
産
の
収
益
率
で
、
確
定
し
た
数
字
で
あ
る
と
す
る

ヨ
・
・
す
う
勢
的
な
地
価
上
昇
率
に
関
す
る
農
家
の
期
待
値

p
:
・
今
期
に
お
け
る
土
地
の
譲
渡
所
得
税
率

ご
±
:
・

n
期
後
(
(
詰
十
}
)
期
初
)
に
お
け
る
土
地
の
譲
渡
所
得
税
率
に

関
す
る
農
家
の
期
待
値

河
・
:
農
地
に
対
す
る
投
資
の
リ
ス
ク
お
よ
び
農
地
保
有
に
よ
る
流
動
性

の
放
棄
を
考
慮
し
た
土
地
単
位
当
た
り
の
割
引
き
率
で
、
各

n
に
対

し
て
定
義
さ
れ
、
農
家
に
よ
っ
て
そ
の
評
価
は
異
な
る
も
の
と
す
る

言
』
・
・
農
家
保
有
の
流
動
的
な
資
産
(
金
融
資
産
)

(
日
)

N
・:
R
を
決
定
す
る
そ
の
他
の
要
素

山
式
の
右
辺
は
、
あ
る
農
地
一
単
位
に
対
す
る
、
農
家
の
主
観
的
投
資

価
値
(
川
モ
与
と
す
る
〉
、
左
辺
は
今
期
に
お
け
る
確
定
し
た
市
場
価
値
の

農
家
の
受
取
分
で
あ
る
。
任
意
の

n
に
対
し
て
、

引で

h
v
p
(
7
H
U
j
i
j
i
-・:
:
j
i
-
-
:・
:
(
N
)

で
あ
れ
ば
、
こ
の
農
地
に
投
資
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
り
、

司、体〈♂(一

l
H
U
j
i
j
i
-
:
;
j
i
-
-
j
i
-
-
:
(印
)

で
あ
れ
ば
、
こ
の
農
地
に
投
資
し
な
い
こ
と
が
有
利
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

《
ノ
l
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

こ
と
は
、
現
に
こ
の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
農
家
に
と
っ
て
は
、
前
者
は

「
所
有
し
続
け
る
こ
と
が
有
利
で
あ
り
」
、
後
者
は
「
売
却
す
る
こ
と
が

有
利
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
売
却
さ
れ
た
農
地
は
転
用
さ
れ
る
。

川
式
の
右
辺

(
H
S、
じ
を
構
成
す
る
変
数
R
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

意
味
づ
け
を
行
な
っ
て
い
る
。

農
地
の
資
産
価
値
は
収
益
の
実
現
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
程
度
に
よ
っ
て

割
引
か
ね
ば
な
ら
ず
、
実
現
さ
れ
る
収
益
は
現
実
の
地
価
と
地
価
上
昇
率

と
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
リ
ス
ク
の
程
度
は
、
現
実
の
地
価
お

よ
び
期
待
さ
れ
る
地
価
上
昇
率
セ
が
高
け
れ
ば
高
い
程
高
く
な
る
。
リ

ス
ク
を
評
価
す
る
基
準
と
し
て
、
期
待
さ
れ
る
収
益
の
分
散
を
と
る
の
は

(ロ〉

妥
当
な
選
択
で
あ
ろ
う
。
流
動
性
の
放
棄
に
よ
っ
て
資
産
価
値
を
割
引
く

程
度
は
、
投
資
者
(
農
家
)
の
保
有
す
る
資
産
全
体
に
関
す
る
、
土
地
を

は
じ
め
と
す
る
不
動
産
と
金
融
資
産
と
の
相
対
的
な
比
率
に
依
存
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
割
引
き
の
程
度
は
、
投
資
者
の
保
有
す
る
金

融
資
産
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
程
、
ま
た
農
地
価
格
が
高
け
れ
ば
高
い
程

大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
関
係
が
成
立
す
る
と
考
え
る
の
は
、
農

地
価
格
の
上
昇
は
、
投
資
者
の
保
有
す
る
資
産
全
体
に
占
め
る
土
地
資
産

(
非
流
動
的
資
産
)
の
割
合
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
。

流
動
性
に
か
か
わ
る
右
の
取
り
扱
い
は
、
現
実
と
の
対
比
で
次
の
よ
う

な
事
柄
に
も
か
か
わ
る
。

農
家
が
住
宅
を
建
築
す
る
と
き
、
土
地
を
売
却
し
て
資
金
を
確
保

• 

八



《
ノ
I
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
農
地
と
い
う
非
流
動
的
な
資
産
を
宅
地

お
よ
び
住
宅
と
い
う
非
流
動
的
な
資
産
に
転
換
し
た
こ
と
に
な
る
。

住
宅
建
築
の
た
め
の
資
金
は
金
融
資
産
の
取
り
崩
し
ゃ
借
金
に
よ
っ

て
も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
農
家
が
こ
の
よ
う
な
行
動

を
と
ら
な
い
の
は
、
資
産
の
多
く
が
非
流
動
的
な
資
産
に
偏
り
、
望

ま
し
い
(
と
農
家
が
考
え
る
)
資
産
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
か

ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

-
農
家
が
子
弟
の
就
学
や
嫁
入
り
等
に
際
し
(
こ
れ
ら
は
消
費
的
側

面
で
あ
る
)
、
あ
る
い
は
相
続
税
等
の
支
払
い
に
際
し
、
多
く
の
資

金
の
必
要
な
と
き
、
そ
の
資
金
の
調
達
を
土
地
の
売
却
に
よ
っ
て
行

(
日
M

)

な
う
の
も
、
右
と
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
、
が
っ
て
、
見
(
、
、

fvw詰
与

N
)
は
、
現
在
の
地
価
、
み
お
よ
び
期

待
さ
れ
る
地
価
上
昇
率

Y
に
関
す
る
増
加
関
数
、
農
家
保
有
の
金
融
資

産

sh
に
関
す
る
減
少
関
数
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
農
地
に
対
す
る
投
資
の
リ
ス
ク
や
流
動
性
の
放
棄
を
考
慮

し
て
、
農
地
へ
の
投
資
価
値
に
関
す
る
割
引
率
R
を
明
示
的
に
示
す
こ
と

は
、
小
宮
〔
日
〕
で
の
、
』
vs
士
、
コ
を
リ
ス
ク
の
程
度
に
よ
っ
て
適
当

に
割
引
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
岩
田
〔
5
〕
で
の
、

土
地
投
資
に
お
け
る
不
確
実
性
や
流
動
性
を
考
慮
し
た
モ
デ
ル
分
析
と
同

(

U

)

 

じ
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
同
一
の
個
人
が
異
な
っ
た
期
待

収
益
率
の
資
産
を
同
時
に
保
有
す
る
と
い
う
行
動
を
説
明
す
る
期
待
効
用

八

仮
説
を
そ
の
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
仮
定
例
を
設
定
し
た
の
は
、
こ

の
点
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
期
に
関
し
て
地
価
が
、
み
の
と
き
と
吋
¥
(
V
H
v
h
)

の
と
き
と
を

比
較
す
る
。
但
し
、

~ヘH
と
v
h
u
b
v
-

と
す
る
。
地
価
、
込
の
と
き
の
農
地
へ
の
投
資
価
値
更
込
は
、
川
式
の
右

辺
で
与
え
ら
れ
、
地
価
可
、
へ
の
と
き
の
投
資
価
値
司
、
へ
は
、
任
意
の
n

に
対
し
て
、=モ

:.. 
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で
与
え
ら
れ
る
0
3占
は
、
地
価
M
V
K
降
、
に
対
応
す
る
各
期
の
収
益
の
期
待

値
で
あ
る
が
、
農
林
業
的
な
利
用
に
お
い
て
、

コ
主
〉
コ
後

と
な
る
理
由
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
土
地
評
価
額
の
上
昇
に
よ
る
固
定
資

産
税
支
払
い
が
増
加
す
る
可
能
性
が
増
大
し
、

コ
、
骨
川
帆
コ

υ脅

と
な
る
方
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
河
は
H
v
h

の
増
加
関
数
で
あ
る
か

ら
、
明
ら
か
に
、
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で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
価
が
』

(
V
G
倍
に
な
っ
て
も
、
農
地
に
対
す
る

投
資
価
値
事
U
は
、
そ
れ
よ
り
小
さ
な
比
率
で
し
か
増
加
せ
ず
、
減
少
す

る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

右
の
こ
と
は
、
仮
定
閣
に
よ
り
、
市
場
全
体
で
み
た
と
き
、
現
在
地
価

、
み
の
上
昇
は
、
一
般
に
仰
式
の
成
立
す
る
農
地
の
数
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
、
価
格
に
関
し
て
右
下
、
が
り
の
農
地
の
留
保

需
要
曲
線
が
描
け
る
。

右
の
分
析
で
は
、
現
在
地
価
、
み
の
変
化
が
、
期
待
地
価
上
昇
率
三
に

対
し
て
何
ら
の
影
響
を
も
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
、
現
在
地
価
、
い
の
水
準
そ
の
も
の
が
、
農
地
の
留
保
需
要

(

日

)

に
及
ぼ
す
影
響
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
よ
り
現
実
的
に
考

え
れ
ば
、
農
家
が
あ
る
農
地
の
(
主
観
的
)
投
資
価
値
を
決
定
す
る
行
動

は
、
各
期
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
地
価
の
下
で
、
農
地
の
将
来
価
格
に
対

(
同
〉

す
る
何
ら
か
の
期
待
を
形
成
し
つ
つ
為
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
実
現
さ
れ
た
農
地
価
格
上
昇
率
と
農
地
の
期
待
将
来
価

格
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
川
式
の
裁
定
条
件
と
農
地
の
留
保
需
要
の
決

定
と
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
。
川
式
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、

農
家
の
意
志
決
定
に
お
い
て
は
、
地
価
上
昇
率
な
い
し
は
将
来
地
価
に
対

す
る
期
待
が
極
め
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。
そ
の
期
待
が
ど
の
よ
う
に
形

《
ノ

l
卜
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

成
さ
れ
る
か
は
、
直
接
的
な
検
証
の
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
本
論
で
は
、

議
論
を
単
純
に
す
る
た
め
に
、
現
実
に
見
ら
れ
る
地
価
上
昇
率
の
動
き
を

参
考
に
し
て
、
農
家
の
期
待
形
成
は
、
そ
の
様
な
現
実
の
状
況
と
整
合
的

に
為
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
期
待
将
来
地
価
な
い
し
期
待
地
価
上
昇
率
の

形
成
に
関
し
て
、
仮
定
川
聞
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
た
上
で
分
析
を
進
め
る
。

こ
の
仮
定
が
棄
却
さ
れ
る
か
否
か
は
、
次
節
に
お
け
る
転
用
農
地
の
供
給

関
数
を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
り
検
証
さ
れ
る
。

倒
農
家
は
、
あ
る
時
点
(
誌
H
O
)
に
お
い
て
、
あ
る
単
位
の
農
地

に
関
す
る
期
待
将
来
地
価

h
v
p
E
H
A
H
3
0
(
-
+
P
J
)
を
持
つ
。

宅
は
、
こ
の
期
間
に
お
け
る
す
う
勢
的
な
い
し
は
平
均
的
な
地
価

上
昇
率
に
関
す
る
期
待
値
で
あ
り
、
各
期
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
地

価
上
昇
率
と
は
異
な
る
。
い
ま
、
次
期
す

:
L
)
に
お
い
て
実
現

さ
れ
た
地
価
上
昇
率

F
が
号
よ
り
も
大
き
い
(
小
さ
い
)
と
き
、

こ
の
期
以
降
の
す
う
勢
的
な
地
価
上
昇
率
に
関
す
る
期
待
値
は
、

h
o

持
よ
り
も
大
き
く
(
小
さ
く
)
な
ら
な
い
。

第
四
図
に
よ
り
、
仮
定
閣
の
意
味
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
し
な
が
ら
、

実
現
さ
れ
た
地
価
上
昇
率
の
農
地
の
留
保
需
要
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す

る
。
第
四
図
で
、
横
軸
は
期
間
N
を
、
縦
軸
は
価
値
を
示
し
、
縦
軸
に
つ

い
て
は
対
数
百
盛
と
し
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
川
式
に
お
け
る
右
辺

第
一
項
お
よ
び
譲
渡
所
得
税
率
の
存
在
を
無
視
す
る
。

あ
る
単
位
の
土
地
に
つ
い
て
、
弓
H
O
に
お
け
る
地
価
〉
ヘ
ミ
日
昆

八
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+
-
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
地
価
』
V-E-凶
器
川
、
島
公
+
P
3
2
ι
と
す

る
。
ミ
u
o
に
お
い
て
こ
の
土
地
を
売
却
し
た
と
き
、
同
日
誌
+
一
に

お
い
て
(
確
実
に
)
実
現
さ
れ
る
資
産
価
値
は
、

N
u
k
(
-
十も
)
a
土

と

な
る
。い

ま
之
川
C

に
お
い
て
こ
の
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
農
家
は
、
匂
『
仏

国
十
円
に
お
い
て
は
こ
の
土
地
を
売
却
し
な
い
(
こ
の
土
地
に
投
資
す

る
)
と
い
う
意
志
決
定
を
し
た
も
の
と
す
る
と
、
ミ
ー
o
に
関
し
て
定

義
さ
れ
る
R
に
つ
い
て
、

]
C
冊
、
入
品
。
(
-
十
、
)
お
-
士
八
-c問
、
左
(
-
ー
ナ
P
J
S
+】

l-cm
対
(
可
h
f
p
f
司

h
h
u
N
)
j
i
-
-
-
-

・・
2
)

あ
る
い
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
あ
る
向
(
V
O
)

に
対
し
て
、

-
C
問
、
h
c
(
ア
十
百

)
s
t
u
-
-
問
、
k
(
戸十九日。Jsー±

l-o悶
均
(
、
士
温
凡
明
。
三
言
、
?
N
)
I
h
-
-
:

・::(串)、

が
成
立
す
る
。
予
想
が
実
現
さ
れ
て
い
る
限
り
、
つ
ま
り
す
う
勢
的
な

地
価
上
昇
率
白
九
が
実
現
さ
れ
て
い
る
限
り
、
こ
の
土
地
を
売
却
し
な

い
と
い
う
意
志
決
定
は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
例
え

ば
ミ
リ
一
に
つ
い
て
は
、
こ
の
期
に
関
し
て
定
義
さ
れ
る
R
に
つ
い
て
、

}。崎、込
1
(
-
ー+百)ぉ〈】
D
問
、
土
勢
。
+
旬
、
)
ぉ
+
戸

1-cm
勾
(
M
V
A
-
-
ι
w
c
f
遣
h
u
N〉

N=n+1 -N 

N=1.… N=口

八
四

:::・:・(町一

が
成
立
す
る
。

次
に
、
見
U
H
に
お
い
て
旬
。
勢
と
は
異
な
っ
た
地
価
上
昇
率
ヌ

v



旬。
3
が
実
現
さ
れ
た
場
合
の
、
上
の
意
志
決
定
に
与
え
る
影
響
を
検
討
す

る
。
地
価
上
昇
率
。
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
地
価
、
土
と
す
る
と
、
ミ
リ
-

に
お
い
て
、
こ
の
土
地
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
ど
U
芯
十
】

に
お
け
る
資
産
価
値
は
、

-
d
如
、
土
(
ア
十
三
誌
で
あ
る
。

ゲ
問
、
士
(
-
士
山
。
J
S
土
i
-
c
問
、
土
(
一
+
、
)
お

日
-
c
問
、
土
(
-
+
P
J
司
令
|
}
司
氏
、
土
台

l

十も)ぉ

だ
か
ら
、
ど
u
-
以
降
に
お
け
る
期
待
地
価
上
昇
率
勘
九
が
、
品
。
骨
よ
り

も
大
き
く
な
ら
な
い
と
き
(
仮
定
制
)
、

R
は
句
、
血
の
増
加
関
数
で
あ
る

か
ら
、
ミ
u
-
に
お
い
て
、

-
C
問
、
土
(
一
+
百
一
)
ョ
〉
-
c
m
旬
、
土
合
一
?
"
J
s
l
z
m
見

亡
、
土

w
p
f
=
E
N
)
・
:
・
:
・
・
:
・
回
目
:
目
(
白
)

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ザ
式
の
向
が
十
分
に
小
さ
い
と
き
、

制
式
は
必
ず
成
立
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
仮
定
閣
は
、
右
の
状
況
に
お

い
て
、
ミ
ー
o
時
点
で
形
成
さ
れ
て
い
た
、
見
川
辺
十
-
に
お
け
る
農
地

の
将
来
価
格
に
関
す
る
期
待
値
は
、
仮
に
可
そ
ヱ
コ
u
h
v
k
(
-
+
P
J
S
士

よ
り
上
昇
し
た
と
し
て
も
、
同
、
土
台
!
?
旬
。
特
)
誌
を
上
回
る
こ
と
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
農
地
の
期
待
将
来
価
格
が
h
v
h
M
C
+
也
九
三
に

な
る
の
は
、
時
系
列
的
な
変
動
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
先
に
、

現
在
地
価
、
与
の
水
準
が
農
地
の
留
保
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
分

析
し
た
際
に
想
定
し
た
状
況
と
同
一
で
あ
り
、
農
地
の
期
待
将
来
価
格
が

、
民
主
士
で
不
変
と
な
る
の
は
、
小
宮
〔
凶
〕
で
示
さ
れ
た
裁
定
条
件
に

《
ノ
l
卜
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

お
け
る
想
定
と
同
一
で
あ
る
。

同
様
の
議
論
に
よ
り
、
実
現
さ
れ
た
地
価
上
昇
率
、
(
八
P
J
の
と
き
、

足
u
-
に
お
い
て
制
式
の
成
立
す
る
可
能
性
は
な
い
。

市
場
全
体
で
み
た
と
き
の
、
実
現
さ
れ
た
地
価
上
昇
率
の
農
地
の
留
保

需
要
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
り
、
一
般

に
、
実
現
さ
れ
た
地
価
上
昇
率
が
、
個
々
の
農
家
が
形
成
す
る
期
待
地
価

上
昇
率
を
上
回
る
傾
向
の
あ
る
と
き
、
そ
う
で
な
い
と
き
に
比
べ
、
農
家

の
農
地
に
対
す
る
留
保
需
要
は
減
少
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
期
間
に

つ
い
て
、
十
分
に
大
き
い
刀
に
対
す
る
農
家
の
期
待
将
来
地
価
、
ト
九
は

比
較
的
小
さ
な
変
動
し
か
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
実
現
さ
れ
た
地
価
上

昇
率
の
上
昇
は
、
農
地
の
留
保
需
要
曲
線
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
。

期
待
将
来
地
価
な
い
し
は
期
待
地
価
上
昇
率
の
形
戒
に
つ
い
て
は
、
仮

定
閣
の
他
に
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
|
ス
を
想
定
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仮

定
閣
を
右
の
よ
う
に
設
定
し
た
の
は
以
下
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
つ
ま

り
、
十
分
大
き
な

π
に
対
す
る
農
家
の
期
待
将
来
地
価
、
ト
活
発
の
達
成
さ

れ
て
い
く
過
程
は
、
第
四
図
の
直
線
与
切
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
単
調
な
も

の
で
は
な
く
、
非
農
林
業
部
門
の
土
地
に
対
す
る
需
要
の
増
加
の
程
度
に

よ
り
、
地
価
上
昇
率
が
短
期
的
な
変
動
を
示
し
な
が
ら
達
成
さ
れ
て
い
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
現
実
の
地
価
の

動
き
は
、
一
般
に
、
転
用
農
地
価
格
の
上
昇
率
が
(
既
成
)
市
街
地
価
格

の
上
昇
率
よ
り
も
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
時
系
列
的
に
は
、
市
街
地
化
が

八
五



《
ノ
l
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

進
行
し
て
い
る
過
程
に
お
け
る
地
価
上
昇
率
は
、
市
街
地
化
が
完
了
し
て

い
く
に
し
た
が
っ
て
や
が
て
鈍
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
自
ら
の
資
産
で
あ
る
農
地
を
運
用
す
る
農
家
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
を
よ
り
適
確
に
把
握
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
市
街
地

化
が
進
行
途
上
に
あ
る
地
域
に
お
け
る
農
地
に
つ
い
て
、
比
較
的
高
い
地

価
上
昇
率
の
実
現
し
た
あ
と
に
は
、
よ
り
低
い
す
う
勢
的
地
価
上
昇
率
が

期
待
さ
れ
る
(
逆
の
場
合
は
逆
)
と
い
う
仮
定
閣
は
、
現
実
と
の
対
比
で

み
て
、
容
認
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
川
式
の
右
辺
第
一
項
、
つ
ま
り
農
地
を
農
業
的
に
利
用
し
続
け

る
と
き
の
期
待
将
来
収
益
と
農
地
の
留
保
需
要
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
期
待
将
来
収
益
コ
ス
九
日
一
二
u

Z

)

の
上
昇
が
、
農
地
の
留
保

需
要
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
.
~
に
関
す
る
期
待

形
成
は
、
実
現
さ
れ
て
い
る
収
益
と
大
き
く
乗
離
し
て
為
さ
れ
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
問
題
と
な
る
の
は
、
(
固
定
資
産
税
等
の
農
地
保

有
に
か
か
わ
る
費
用
を
控
除
し
た
あ
と
の
)
現
実
の
農
業
収
益
の
変
動
が
、

山
式
に
か
か
わ
る
意
志
決
定
に
対
し
て
実
質
的
な
意
味
を
持
ち
得
る
程
十

分
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
現
実
の
転
用
農
地
価
格
を
、
『
田
・
畑
売
買
価
格
等
に
関
す
る
調

査
結
果
』
(
全
国
農
業
会
議
所
)
で
見
る
と
、
昭
和
五
六
年
(
前
年
五
月

一
日

t
当
年
四
月
三
O
日
に
お
け
る
平
均
)
の
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、

全
国
平
均
で
、
田
畑
を
問
わ
ず
、
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
時
価
約

八
ムノ、

五
万
円
で
あ
る
。
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
で
は
約
一
五
O
O
万
円
と
な
る
か

ら
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
仮
に
五
O
%
の
譲
渡
所
得
税
が
賦
課
さ
れ
た

と
し
て
も
、
取
得
原
価
等
は
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
だ
か
ら
、
地
価
上
昇
率

0
・

五
%
の
変
動
、
か
、
年
当
た
り
約
三
万
七
五
O
O
円
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ

ン
の
差
異
を
も
た
ら
す
。
ま
た
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
の
生
産
農
業
所
得
を

『
生
産
農
業
所
得
統
計
』
(
農
林
水
産
省
)
で
見
る
と
、
昭
和
五
六
年
で
、

時
価
二
O
万
円
を
超
え
る
市
町
村
は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
い
。
仮
に
右

の
土
地
の
生
産
農
業
所
得
が
二
O
万
円
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
か
な
り
労

働
集
約
的
な
経
営
が
為
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
固
定
資
産
税
を

支
払
っ
た
後
の
土
地
へ
の
帰
属
分
は
、
多
く
て
も
数
万
円
の
オ
ー
ダ
ー
で

捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
土
地
収
益
の
時
系
列
的
な
変
動
は
、

数
千
円
の
オ
ー
ダ
ー
で
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
地
価
上
昇
率
に
関
す

る
期
待
を
形
成
す
る
に
際
し
て
誤
差
の
範
囲
に
含
み
得
る

0
・
五
%
と
い

う
数
字
を
も
と
に
計
算
さ
れ
た
先
の
約
三
万
七
五
O
O
円
に
比
べ
て
も
極

め
て
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
系
列
的
に
み
た
と
き
の
、

期
待
将
来
収
益
、
~
の
変
動
は
、
川
式
の
裁
定
条
件
を
考
慮
す
る
に
あ
た

(

げ

)

っ
て
、
ほ
ぼ
無
視
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
の
生
産
農
業
所
得
は
、
そ
れ
が
比
較
的
高

い
市
町
村
に
つ
い
て
だ
け
み
て
も
、
一
O
l
四
O
万
円
台
と
、
地
域
的
に

は
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
を
示
し
て
お
り
、
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
に

お
い
て
は
、
、
.
~
は
山
式
の
裁
定
条
件
を
考
慮
す
る
に
あ
た
っ
て
無
視
し



得
ぬ
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
昭
和
四
二

t
五
六
年
間
に
、
農
地
転
用
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

で
あ
ろ
う
要
因
に
つ
い
て
、
川
式
の
裁
定
条
件
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討

す
る
。新

都
市
計
画
法
の
制
定
と
、
市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引

き昭
和
四
三
年
の
新
都
市
計
画
法
の
制
定
に
よ
り
、
市
街
化
区
域
に
指
定

さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
農
地
転
用
の
規
制
の
緩
和
と
、
市
街
化
調
整
区
域

に
指
定
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
規
制
の
強
化
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
地
域
の
指
定
(
線
引
き
)
は
す
ぐ
に
は
行
な
わ
れ
ず
、
そ
れ
が

お
お
む
ね
完
了
し
た
の
は
昭
和
四
六
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
所
有
者

が
、
将
来
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
、
ゲ
イ
ン
を
得
ょ
う
と
し
て
い
た
農
地
で
、
線
引

き
に
よ
り
市
街
化
調
整
区
域
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
価
値
の
実

現
が
困
難
に
な
る
可
能
性
の
あ
っ
た
も
の
は
、
昭
和
四
四
、
四
五
年
間
に

か
な
り
の
程
度
売
却
(
転
用
)
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
農

林
水
産
省
〔
幻
〕
の
い
う
か
け
込
み
転
用
で
あ
る
。
川
式
と
の
関
係
で
言

え
ば
、
右
辺
の
変
数
Z
に
か
か
わ
り
、

R
を
増
大
さ
せ
る
要
因
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

長
期
保
有
土
地
に
関
す
る
譲
渡
所
得
税
の
分
離
軽
課
措
置

昭
和
四
四
年
の
土
地
税
制
の
改
正
に
よ
り
、
長
期
(
五
年
以
上
)
保
有

土
地
(
大
部
分
の
農
地
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
)
の
譲
渡
所
得
税
の
大
幅
な

《
ノ
l
卜
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

軽
課
措
置
が
特
例
と
し
て
と
ら
れ
た
ロ
こ
れ
は
そ
れ
以
前
の
二
分
の
一
総

合
課
税
か
ら
、
一
O
%
(
昭
和
四
五
、
四
六
年
)
、
一
五
%
(
昭
和
四
七
、

四
八
年
)
、
二
O
%
(
昭
和
四
九
、
五
O
年
)
の
そ
れ
ぞ
れ
分
離
課
税
に

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
川
式
と
の
関
連
で

い
え
ば
、
左
辺
の
〉
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
凶
式
の
成
立
す
る
農
地

を
減
少
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
効
果
は
、
譲
渡
所
得
税
率
の
水
準

自
体
が
下
が
っ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
譲
渡
所
得
税
率
の
低
い

状
態
か
ら
、
将
来
に
お
い
て
よ
り
高
い
譲
渡
所
得
税
率
が
課
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
譲
渡
所
得
税
率
の
単
な
る
引
き
下
げ
は
、
そ
れ
が

長
期
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
川
式
左
辺
の

F

お
よ
び
右
辺
の
同
九
を
同

時
に
小
さ
く
す
る
か
ら
、
同
)
い
(
-
ー
ー
と
と
旬
、
、
と
の
大
小
関
係
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
農
地
を
含
む
都
市
的
利
用
の
可
能
な
土
地
に
関
し
て
、

第
五
図
A
の
よ
う
な
需
給
市
場
モ
デ
ル
が
描
け
る
。
た
だ
し
、
縦
軸
の
地

価
P
は
、
転
用
農
地
価
格
N
u
h

と
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、

H
v
k
-
H
)

と

一
対
一
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
匂
は
農
地
を
含
む
都
市
的
利
用

の
可
能
な
土
地
の
賦
存
量
、
(
切
--H)
日
制
は
そ
の
う
ち
の
農
地
分
で
あ

る。
い
ま
留
保
需
要
を
含
む
市
場
全
体
の
需
要
曲
線
b
b、
農
家
の
都
市
的

利
用
の
可
能
な
農
地
に
対
す
る
留
保
需
要
曲
線
。
NUN
が
与
え
ら
れ
る
と
、

均
衡
地
価
吉
、
農
地
の
留
保
需
要
量
。

r
と
な
る
。

h
u
v
c
p
で
あ
れ

八
七



土地の需給市場モデル第5図
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s (B) 
P 

ば
、
そ
の
差
に
あ
た
る
農
地
は
売
却
さ
れ
、
都
市
的
利
用
へ
転
用
さ
れ
る
。

(
農
地
に
関
し
て
、
農
家
の
農
地
と
し
て
の
留
保
需
要
と
宅
地
等
と
し
て

の
需
要
と
は
別
個
の
も
の
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
農
家
が
農
地
を
自
ら
転

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
農
家
が
農
地
を
宅
地
等
と
し
て
自
分
自
身
に
売
却
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農地転用面積

し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
。
)
ま
た

留
保
需
要
曲
線

p
p
の
シ
フ
ト
要

因
は
、
地
価
上
昇
率
、
農
家
の
金
融

資
産
の
保
有
状
況
、
お
よ
び
税
制
等

の
政
策
的
要
因
で
あ
る
。

所
与
の
主
に
対
し
て
、
農
家
の

留
保
需
要
が
小
さ
い
程
、
転
用
さ
れ

る
農
地
は
増
加
す
る
の
で
、
第
五
図

B
の
よ
う
に
、
転
用
農
地
の
供
給
曲

線
句
句
、
か
、
留
保
需
要
の
減
少
関
数

と
し
て
、
価
格
に
関
し
て
右
上
が
り

に
描
け
る
。

農
地
の
留
保
需
要
の
シ
フ
ト
要
因

と
、
各
期
に
お
け
る
、
あ
る
い
は
各

地
域
に
お
け
る
都
市
的
利
用
の
可
能

な
農
地
の
賦
存
量
伊
の
相
異
を
考

慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
転
用
農
地
の

O 

供
給
関
数
を
、

h
N
¥
h
F
U
'
¥州
、
与
、
ト
ミ
』
。
吋
了

b
M、M
)

の
よ
う
に
、
農
地
転
用
関
数
と
し
て
特
定
化
す
る
。
但
し
、
同
》
入
院
は
転
用

農
地
価
格
、
同
)
同

f
b
M、M
は
、
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
線
引
き
お
よ
び
長



期
保
有
土
地
の
譲
渡
所
得
税
の
分
離
軽
課
措
置
を
考
慮
し
た
政
策
変
数
、

句
、
島
は
実
現
さ
れ
た
地
価
上
昇
率
で
あ
る
。
』
同
L

は
農
家
保
有
の
金
融
資

産
で
あ
る
が
、
主
人
向
、
が
個
々
の
農
家
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

」

5
は
対
象
と
な
る
農
家
全
体
の
平
均
値
と
す
る
。

関
数
¥
は
、

h
v
h
L
v
b
M
J
W
N
V
ペ
ω
に
関
す
る
増
加
関
数
、
〉
P
に
関

す
る
減
少
関
数
と
な
る
。
但
し
、
関
数
¥
は
、
あ
る
時
点
(
ミ
リ
ミ
o

)

に

お
い
て
形
成
さ
れ
た
期
待
地
価
上
昇
率
な
い
し
は
、
十
分
大
き
な

n
に
対

す
る
期
待
将
来
地
価
、
p
g
+
~
を
所
与
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
関
数
¥
を
地
域
開
の
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
に
適
用
す
る
と

き
に
は
、
同
u
h

を
何
ら
か
の
形
で
ウ
エ
ー
ト
付
け
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

回

転
用
農
地
価
格
の
動
向
と

転
用
農
地
の
供
給
関
数
の
計
測

前
節
で
示
さ
れ
た
市
場
モ
デ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
体
系
と
し
て
要
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

可
川
、
(
何
回
W
H
F
・
-
-
一
句
)
・
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
・:(ご

~
J
H
、
与
(
ハ
可
)
・
・
:
:
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・:
:
(
g

b
N
¥
h
H
G
(
p
w
b
P
R
r
b
E
b吋
M
)
j
i
-
-
:・
(
申
)

匂

N
¥
h
H
¥
(

、与、-』
p

b
ペケ
U
M、M
)

・
・
:
:
:
亘

(
h
N
H凶
ω
(
]
l
l
q
(句
vhu
』

J
"
〉
向
島
w
N
)
同

f
b吋
M

)

)

:

・豆、

但
し
、
h
門

tsu---は
、
都
市
的
利
用
の
可
能
な
土
地
に
対
す
る
需
要
の
シ

《
ノ
!
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

フ
ト
要
因
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
ま
ず
転
用
農
地
価
格
の
動
向
を
全
国
市
街
地
価
格
と
の
関

係
に
お
い
て
把
握
し
(
似
式
の
関
係
)
、
次
に
、
転
用
農
地
の
供
給
関
数

側
式
を
計
測
す
る
。
計
測
は
、
マ
ク
ロ
の
数
字
を
用
い
て
、
全
国
の
タ
イ

〈

問

)

ム
・
シ
リ
ー
ズ
(
昭
和
四
二

i
五
六
年
)
に
よ
り
行
な
う
c

都
市
的
利
用

の
可
能
な
農
地
の
賦
存
量

h
N
は
、
現
実
の
デ
i
タ
と
し
て
は
入
手
不
可

能
で
あ
る
か
ら
、
ぽ
式
を
用
い
て
、
凶
式
か
ら
倒
式
に
遡
求
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
問
式
に
か
か
わ
る
市
街
地
価
格
の
形
成
に
関
す
る
実
証

(

問

)

的
分
析
に
つ
い
て
は
、
本
節
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
都
市
的
利
用
の
可
能
な
土
地
に
対
す
る
需
要
の
中
に
は
、

農
地
に
対
す
る
留
保
需
要
が
含
ま
れ
る
か
ら
、
前
者
の
シ
フ
ト
要
因

3W

H
F
・
-
-
の
中
に
は
、
後
者
の
シ
フ
ト
要
因
』

p
-
bペ
了
。
吋
ω
が
含
ま
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
転
用
農
地
の
供
給
関
数
の
計
測
に
際
し
て
、
同
時
性
の
問

題
が
生
じ
る
。
し
か
し
都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
に
対
す
る
留
保
需
要

の
土
地
に
対
す
る
需
要
全
体
に
占
め
る
割
合
、
か
十
分
に
小
さ
け
れ
ば
、
転

用
農
地
価
格
の
形
成
が
、
市
街
地
価
格
の
形
成
に
よ
り
、
農
家
部
門
に
と

っ
て
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
る
と
す
る
近
似
的
な
取
り
扱
い
が
可
能
と
な

る。
本
節
に
お
い
て
、
ま
ず
転
用
農
地
価
格
と
市
街
地
価
格
と
の
関
係
を
調

べ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
取
り
扱
い
の
現
実
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
に

あ
る
。

八
九



全国市街地価格と転用農地価格第6図
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資料:日本不動産研究所了全国市街地価格指数.n，全国農業会議所「田・畑売買価

格等に関する調査結果.n，経済企画庁編「国民経済計算年報.n.

一一:全国市街地価格(9月現在〕

転用農地価格住宅用

一一:転用農地価格工鉱業用〔発電施設を含む〉

第 6図Aは昭和40年，第 6図 B，Cは昭和44年をそれぞれ lとする指数.

転用農地価格は各年 5月 l日から次年 4月 30日までの数字で， Ii田・焔売買

価格等に関する調査結果」とは表示年が一期間ずれている目

『国民経済計算年報』によるデレ 7ーターは年度計数.

注.

制
式
は
、
転
用
に
か
か
わ
る
費
用
の
存
在
に
よ

り
、
転
用
主
体
の
直
面
す
る
価
格
と
農
家
の
直
面

す
る
価
格
の
異
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
単

位
面
積
あ
た
り
の
転
用
に
か
か
わ
る
費
用
が
外
生

的
に
与
え
ら
れ
れ
ば
、
川
間
式
は
、

同

》

弘

、

-
h

の
よ
う
に
な
る
。
但
し
、
の
は
農
地
の
転
用
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
単
位
面
積
あ
た
り
費

用
の
合
計
で
あ
る
。

第
六
図
は
、
転
用
農
地
価
格
の
動
向
を
全
国
市

街
地
価
格
の
動
向
と
対
比
さ
せ
て
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
価
格
の
系
列
は
総
て
新
S
N
A
の
G
N
P

デ
フ
レ
ー
ダ
ー
で
デ
プ
レ
ー
ト
し
て
あ
る
。
昭
和

四
O
I
四
七
年
頃
ま
で
は
、
転
用
農
地
価
格
、
全

国
市
街
地
価
格
の
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
一
貫
し
た
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
こ
の
聞
に
、
前
者
は
ほ
ぼ
三
倍
、

後
者
は
ほ
ぼ
一
・
七
倍
に
上
昇
し
て
い
る
(
第
六

図
A
Y
し
か
し
昭
和
四
八
年
以
降
両
者
の
動
き

は
議
離
し
、
全
国
市
街
地
価
格
が
昭
和
四
九

t
五

三
年
ま
で
下
落
し
続
け
た
の
に
対
し
て
、
転
用

農
地
価
格
は
、
昭
和
五
一
、
五
二
年
頃
に
は
底
を

九



全国市街地価格上昇率と転用農地価格上昇率第 7図

市街化区域内A 

i2) 畑iI

人

1
/
'

，
F
d
'
'
'
 

/
/
〉、，，

I
J
V
 

A十

円

1
4
1
1
A勺
H
U
H
-

ハ
戸

I
J
J
/
/

ハU

DP 
.3 

.25 

.2 

.15 引
け
川
、
λ

ートー

i1) 11] 

1
i
!
i
j
 

、

/

、

/

¥

/

 

ト
'

J

t

J

1
1
1

『

l
l

一

6
1
'
I
'
'
-

l
l
F

、
j
 

f
 

¥
e
J
ρ
'
 

I
L
l
-
r
 

唱
E
A

戸、υ
ハH
U

DP 

.25 

，2 

.15 

。。
目。5.05 

ー.1 

55 ;卜50 45 55 ;1-50 45 

市街化調整区域B 

九

t田(2) 

}，¥¥ 
J11¥ 

uy 

f/il 

1/ ¥¥ 

DP 
.3 

25 

.2 

.15 

.1 

。
-.05 

05 

句

A

同(1) 

n 
jA 

J 11t 

ii ¥¥ 
I! ¥¥ 

¥¥ 
¥¥ 

j ‘ 

DP 

.3 

.25 

.15 

.2 

一.05

.1 

55年50 45 55 {I' 50 

注.資料，注l主第 6図に同じ.

45 



止国

0.9507 

0.9344 

全国市街地価格と転用農地価格との相関

|田 l

l om  l 0.9263 

0.4606仲|

0.5021* 

第 2表

用

用

宅

鉱 業

住

コニ

都市

(昭和40~47年〉

0.4609** 

0.4965* 

用

用

宅

鉱 業

住

工

市街化区域内

(昭和44~56年〉

0.6403 

0目 646ヲ

0.6666 

0.6414 

用

用

宅

鉱業

住

工

市街化調整区域内

(昭和44~56年)

注.資料:注は第 6図に同じ

*印;5 %水準で有意でないもの

料印 ;10%水準で有意でないもの.

全国市街地価格上昇率と転用農地価格上昇率との相関

| 田|
0.1141 ** I 

0.14仰叩|

住宅用 0.8197

|工鉱業用 0.8467

1住宅用 om1 06977 
工鉱菜用 0.7039 0.7151 

i:E.第 2表に同じ.

第 3表

焔

0.2037** 

-0.0143** 

用

用

宅

鉱業

住

コニ

都市

(昭和41~47年〕

0.8コ62

0.803コ

市街化区域内

(昭和45~56年〉

市街化調整区域内

C~í.l f口45~56年〕

打
ち
、
し
か
も
そ
の
下
落
の
程
度
は
小
さ
い
。
ま

た
転
用
農
地
価
格
が
昭
和
五
四
、
五
五
年
頃
ま
で

に
ほ
ぼ
昭
和
四
八
年
の
水
準
に
一
反
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
全
国
市
街
地
価
格
は
、
昭
和
四
八
年
に

お
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
水
準
に
あ
る
(
第

六
図
B

・c
y
さ
ら
に
転
用
農
地
価
格
と
全
国

市
街
地
価
格
の
動
き
を
上
昇
率
の
タ
l
ム
で
比
較

し
た
の
が
第
七
図
で
あ
り
、
一
般
に
転
用
農
地
価

格
の
上
昇
率
の
方
が
全
国
市
街
地
価
格
の
上
昇
率

よ
り
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
第
六
図
と
も
あ
わ

せ
て
、
転
用
農
地
価
格
の
方
が
全
国
市
街
地
価
格

よ
り
も
激
し
く
上
昇
し
て
い
る
。
な
い
し
は
既
成

市
街
地
の
価
格
の
方
が
転
用
農
地
価
格
よ
り
も
高

い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
転
用
農
地
価
格
の
水
準

が
市
街
地
価
格
の
水
準
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
、
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
六
図
お
よ
び
第
七
図
で
示
し
た
転
用
農
地
価

格
と
全
国
市
街
地
価
格
と
の
関
係
を
、
相
関
係
数

を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
示
し
た
の
が
第
2
表
お

よ
び
第
3
表
で
あ
る
。
第
2
表
で
は
市
街
化
区
域

内
住
宅
用
に
つ
い
て
、
第
3
表
で
は
都
市
(
昭
和

九



第 4表変数名一 覧

変 数 名 J単 位 資料出所

DY11カけ一一策昭…年度=1
ダミー 他は O

DY2 税制に関する政策ダミー 昭和45-50年度=1
他は O

LA I 農地総面積 10万ha [1耕地及び作付面積調
査JI(農林水産省〕

Lu 市街化区域農地の斌存量 lCO万ha 『固定資産の価格等の
概要調書JI(自治省〕

λら |前年度末金融資産残高り IIC万円/一{昭和50刊I ~農家経済調査JI (農
1 é純y-"-~'~~-'-"- 1 lGJJ lJi戸L度 価格j林水産省〕

!全国市街地価格指数 I-H=，*l-rrrrn.::t:n<::nl'-r:: !=#: t-;u:. -Mr"¥11 
(9月 l日)I指数(昭和50年度価格)[ (日本不動産研究所〉

ρl 同上 上昇率 '10

PA 転用農地価格2)

PA 向上 上昇率

1 W田畑売買価格等に関
指数〔昭和50年度価格)1

lする調査結果JI (全国
農業会議所〕

% 
PA55 1向 上 昭和55年度上昇率 f.

2九日日|向上昭和49-54年度平
A山 54 均上昇率3)

S2 1 農地転用面積り

(年率〉

千ha 『農地移動実態調査』
(農林水産省〉

注 (1) 1) 金額および価格のデフレーターは新SNAによるGI¥Pイソプリシ

ットデ 7 レーター 経済企画庁編『富民経済計算年報Jl-

2) 昭和42-43年度については，第 6図A(1)で用いたヂータを，昭和45

年度=lCコとして指数fじしたもの. 昭和44年以降については，第 6図

B(l)で用し、たデータを，昭和 45年度=100主して指数化したものー両

者を接合して用いている.

3) 和歌山県については，昭和49年慶のデ-5'が得られず，昭和50-54

年度の平均上昇率を用いた

4) 植林を除く合計. 用途については， 第 l図参照. rその他の建設施

設」には農林漁業用施設を合む.

(2) クロス・セク ν ョγ分析(注白1)参照)で用いたデータも示している.

九
四



四一

t
四
七
年
)
に
つ
い
て
有
意
な
相
闘
が
認
め
ら
れ
な
い
他
は
、
水
準

お
よ
び
上
昇
率
に
関
し
て
、
全
国
市
街
地
価
格
と
転
用
農
地
価
格
と
の
聞

に
有
意
な
相
関
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
、
転
用
農

地
価
格
と
全
国
市
街
地
価
格
と
は
、
か
な
り
密
接
に
関
係
し
た
変
動
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
転
用
農
地
価
格
の
形
成
は
、

既
成
市
街
地
に
お
け
る
地
価
の
形
成
に
よ
り
波
及
し
て
為
さ
れ
る
と
い
う
、

本
論
に
お
け
る
想
定
は
、
現
実
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
同
式
(
あ
る
い
は
ぽ
式
)
の
計
測
を
行
な
う
。
計
測
に
際
し
て

用
い
る
デ
l
タ
は
第
4
表
の
通
り
で
あ
る
。

都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
の
賦
存
量
の
変
動
は
、
必
ず
し
も
明
確
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
地
全
体
の
賦
存
量
を
そ
の
代
理

変
数
と
し
て
用
い
る
ケ
l
ス
と
、
都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
の
賦
存
量

が
、
計
測
期
間
を
通
じ
て
一
定
で
あ
る
と
す
る
ケ
l
ス
、
つ
ま
り

W
式
で

炉
を
一
定
と
し
て
、

句
N
H
b
(
M
V争
、
、
A
v
h
p
w
U
M
J
W
U
Mべ
M
)

と
す
る
ケ
l
ス
と
に
つ
い
て
計
測
す
る
。

転
用
農
地
飾
格
の
J

ア

i
タ
と
し
て
は
、
前
出
の
全
国
農
業
会
議
所
デ
ー

タ
が
あ
る
が
、
昭
和
四
二

t
五
六
年
に
つ
い
て
、
全
国
平
均
の
デ
!
タ
は

得
ら
れ
ず
、
ま
た
昭
和
四
八
年
か
ら
表
示
方
法
の
変
更
が
為
さ
れ
て
い
る

た
め
、
加
重
平
均
価
格
を
作
成
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
サ
ン

. . 

. . . . 
( ー】
) 

《
ノ
I
卜
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

プ
ル
数
の
最
も
多
い
市
街
化
区
域
内
住
宅
用
の
転
用
農
地
価
格
に
よ
り
転

用
農
地
価
格
を
代
表
さ
せ
、
さ
ら
に
第
4
表
の
注
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
昭
和
四
七
年
以
前
と
そ
れ
以
後
と
を
接
続
し
た
デ
l
タ
を
作
成
し
た
。

ま
た
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
転
用
農
地
価
格
と
全
国
市
街
地
価
格
と
は
か

な
り
密
接
に
関
係
し
た
変
動
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
転

用
農
地
価
格
の
代
理
変
数
と
し
て
、
全
国
市
街
地
価
格
を
用
い
た
計
測
も

行
な
う
。

(
m山
)

ま
た
関
数
型
は
線
型
と
し
た
。

(
引
〉

l

計
測
結
果
は
第
5
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
回
、
同
式
は
側
式
に
、
剛
、

同
式
は
削
式
に
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
単
位
や
次
元
の
異
な
る
変

数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
比
較
す
る
た
め
に
、
〔
〕
内
に
べ

I
タ
係
数
を
示

し
て
あ
る
。
ま
た
(
)
内
は
パ
ラ
メ
ー
タ
の
t
値
、
河

N

は
自
由
度
修

正
済
み
決
定
係
数
、
丸

-g・
は
ダ
l
ピ
ン
H

ワ
ト
ソ
ン
比
、
匂
九
は
残
差

の
標
準
偏
差
で
あ
る
。
持
印
は
係
数
パ
ラ
メ
ー
タ
が
五
%
水
準
で
有
意
で

な
い
こ
と
を
、
ー
印
は
一
O
%
水
準
で
有
意
で
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ

示
し
て
い
る
。

係
数
の
符
号
は
期
待
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
長
期
保
有
土
地
に
か
か
わ

る
譲
渡
所
得
税
の
分
離
軽
課
措
置
を
示
す
り
て
M

を
除
き
係
数
は
ほ
ぼ
有

膏
品
で
あ
る
。

悼
式
と
凶
式
、
お
よ
び
制
式
と
同
式
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
み
る
と
、

ベ
l
タ
係
数
お
よ
び
そ
の
有
意
性
で
み
て
、
両
者
の
聞
に
ほ
と
ん
ど
相
違

九
五



第 5表計測結果(タイム・シローズ，昭和42-56年度〉

SdLA=4.lOC十0.02836PA十0.04680PAー 0.1554MA

[1.210J [0. 2986J [ー1.348J 

(2.561) (2.305) (---2.559) 

+1. 910DYl十 1.192DY2 ・H ・H ・....(1司

[0. 3884J [0.34ヲlJ

(3.416) (2.029)* 

長'=0.8570，d.日 .=1ヲ45，s. d. =0.6546 

S，( LA= 1.964+0. 2376P十0.08637P---O. 06381MA 

[0. 5645J [0.42ヲ5J [ー0.5537J

(5.596) (7.823) (---5目ヲ19)

十O目 8705DYl十0.5341DY2 ・H ・H ・"(13)

[0. 1770J [0目 1565J

(3.402) (1.605)料

R' =0. 9720， d. w. = 1. 382， S. d. =0. 2895 

S，=25.29十O.1568P A+O. 2784P A -0. 91691v[A 

[1.122J [0. 2978J [ー1.334J 

(2.531) (2.452) ( -2.699) 

十lし45DYl十6目 535DY2 ・H ・H ・・・・(14)

[0. 3903J [0.3211J 

(3.661) (1.98ヲ)*

長2=0.8742，d.叩.=2.033， s. d. =3.661 

S2=14.42十1.267P十O.5141P-0. 4035MA 

[0.5コ51J[0.4288J [-0. 5873J 

(5.788) (9.027) (7.257) 

十5.284DY1十3.166DY2 ・H ・H ・..…(1司

[0. 1802J [0. 1556J 

(4.003) (1.844)水

R'=0.9791， d. w. = 1. 570， S目 d.= 1. 493 

九
ノ、

の
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は

都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
の
賦

存
量
の
代
理
変
数
と
し
て
用
い
た

農
地
総
面
積

h
h
が
、
昭
和
四
二

l
五
六
年
度
の
期
間
に
お
い
て
、

あ
ま

p
大
き
な
変
動
を
示
し
て
い

な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
恩
わ
れ

る
。
こ
の
期
間
、
ト
与
は
す
う
勢

的
に
減
少
す
る
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
都
市
的
利

用
の
可
能
な
農
地
の
賦
存
量
の
現

実
の
備
が
、
も
し
減
少
す
る
傾
向

に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
様

な
デ

I
夕
、
が
得
ら
れ
た
と
し
て
も
、

凶
、
同
式
の
供
給
関
数
と
類
似
の

結
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

同)州、
N

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
有
意
な
係
数
が
得
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
税
率
が
段

階
的
に
変
化
す
る
過
程
(
前
述
)

を
考
慮
せ
ず
、
昭
和
四
五

t
五
O



年
度
に
つ
い
て
一
括
し
た
取
り
扱
い
を
す
る
と
い
う
、
不
十
分
な
も
の
で

あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

各
説
明
変
数
の
農
地
転
用
率
あ
る
い
は
農
地
転
用
面
積
に
与
え
る
影
響

の
大
き
さ
を
、
ベ
ー
タ
係
数
等
に
よ
り
比
較
し
て
み
る
と
、
お
お
む
ね
次

の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

農
地
転
用
率
(
面
積
)
に
最
も
大
き
な
影
響
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の

は
、
、
h
(
可
〉
お
よ
び
〉

P
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
二
つ
の
説
明
変
数
に

つ
い
て
比
較
す
る
と
、
同
式
を
除
い
て
い
ず
れ
も
ミ
ら
の
影
響
の
方
が
大

き
い
。
さ
ら
に
附
式
と

同
式
と
に
つ
い
て
の
分

(

幻

)

散
分
析
表
を
示
す
と
、

第
6
表
の
様
に
な
り
、

計
測
期
間
に
お
い
て
、

農
地
転
用
率
(
面
積
)

の
変
動
に
対
す
る
両
変

数
に
よ
り
説
明
さ
れ
る

部
分
は
、

P
に
比
し
て

h
p
の
方
が
か
な
り
大

き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

転
用
農
地
の
供
給
関

数
の
計
測
結
果
全
体
を

分散分析表

総変動に対する平方和の割合(%)

第6表

(1日式

13.97 

28.37 

37.68 

8目 3コ

10.33 

1. 35 

100 

(13)式

19.84 

27.80 

32.24 

7.60 

10. 73 

1. 80 

100 

変動要因

4
1
1
2
差

動

p
.
P
吃

Y

Y

変

J

D

D

残

舵

通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
山
式
の

R
を
形
成
す
る
要
因
つ
ま
り
資
産
効
果

が
、
農
地
転
用
率
(
面
積
)
の
変
動
に
対
し
て
極
め
て
大
き
な
決
定
要
因

に
な
っ
て
い
る
'ζ
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
五
三
年
度
以
降
、
転
用
農
地
価
格
は
か
な
り
急
激
に
上
昇
し
て
い

な
が
ら
、
農
地
の
都
市
的
転
用
面
積
は
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
、

農
家
保
有
の
金
融
資
産
の
順
調
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
も
の
と
考
h

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
第
二
節
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
に
、

土
地
売
却
代
金
は
、
農
家
の
金
融
資
産
の
増
加
に
か
な
り
の
程
度
寄
与
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
都
市
近
郊
に
お
い
て
、
政
策
当
局
が
期
待

す
る
程
の
(
農
地
の
転
用
に
よ
る
)
宅
地
等
の
供
給
さ
れ
な
い
こ
と
は
、

都
市
近
郊
に
お
け
る
農
家
が
、
以
前
に
切
り
売
り
し
た
農
地
の
代
金
を
も

と
に
蓄
積
し
た
金
融
資
産
を
、
他
の
農
家
に
比
し
て
よ
り
多
く
保
有
し
て

い
る
こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

婁
約
と
残
さ
れ
た
問
題

農
地
面
積
を
規
定
す
る
一
方
の
要
因
で
あ
る
農
地
の
壊
廃
は
、
基
本
的

に
は
、
農
家
に
よ
る
主
体
的
な
行
動
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で
は

特
に
、
こ
の
う
ち
の
農
地
の
都
市
的
転
用
に
つ
い
て
、
そ
の
動
向
お
よ
び

土
地
売
却
代
金
の
農
家
経
済
に
お
け
る
地
位
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
を

農
家
の
供
給
反
応
、
と
し
て
定
式
化
し
、
転
用
農
地
の
供
給
関
数
と
し
て
計

測
す
る
こ
と
に
よ
り
分
析
し
た
。
転
用
農
地
の
供
給
関
数
を
特
定
化
す
る

九
七



《
ノ
l
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

た
め
の
フ
レ
ー
ム
は
、
第
三
節
に
お
い
て
都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
に

関
す
る
農
家
の
裁
定
条
件
と
、
土
地
の
賦
存
量
を
所
与
と
す
る
需
給
市
場

モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
示
し
て
お
り
、
第
四
節
は
そ
の
検
証
で
あ

る。
計
測
さ
れ
た
供
給
関
数
は
マ
ク
ロ
の
そ
れ
で
あ
り
、
土
地
の
も
つ
各
種

の
異
質
性
あ
る
い
は
地
域
性
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
極
め
て
大
ざ
っ
ぱ
な
も

の
で
あ
る
と
は
言
え
、
タ
イ
ム
・
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
良
好
な
結

果
が
得
ら
れ
た
(
た
だ
し
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
結
果
は
不
満
足

な
も
の
で
あ
る
)
。
計
測
結
果
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
つ
ま
り
、
農
家
の
供
給
反
応
と
し
て
の
農
地
の
都
市
的
転
用
に
つ

い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
価
格
反
応
や
政
策
効
果
だ
け
で
な
く
、
農
家
の
金
融

資
産
の
保
有
状
況
が
極
め
て
大
き
な
決
定
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
農
家
が
相
対
的
に
よ
り
多
く
の
金
融
資
産
を
保
有
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
市
街
地
に
お
け
る
方
、
が
、
優
良
な
農
地
を
含
む
、
市
街
地
化
が

進
行
途
上
に
あ
る
地
域
に
比
し
て
、
農
地
の
都
市
的
転
用
は
よ
り
進
み
に

く
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
農
業
施
策

上
、
都
市
政
策
上
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

本
論
は
、
主
と
し
て
農
地
転
用
の
マ
ク
ロ
的
な
動
向
の
分
析
に
主
眼
を

置
い
た
た
め
、
そ
の
地
域
別
(
あ
る
い
は
経
済
地
帯
別
)
に
み
た
動
向
の

相
違
に
つ
い
て
は
、
第
二
図
を
示
す
に
止
ま
っ
て
お
り
、
関
連
す
る
諸
指

標
と
の
比
較
等
に
よ
る
要
因
の
分
析
等
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
第
二
図
に

九
i¥ 

よ
れ
ば
、
マ
ク
ロ
の
供
給
関
数
の
計
測
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
「
か
け
込

み
転
用
」
は
、
地
域
的
に
見
る
と
そ
の
現
わ
れ
方
、
が
異
な
っ
て
い
る
し
、

長
期
保
有
土
地
の
譲
渡
所
得
税
の
分
離
軽
課
措
置
の
為
さ
れ
た
昭
和
四
五

t
五
0
年
度
問
に
つ
い
て
も
、
す
う
勢
的
に
農
地
の
都
市
的
転
用
が
高
水

準
に
あ
っ
た
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
的

相
違
を
、
さ
ら
に
経
済
地
帯
別
等
の
新
た
な
情
報
を
つ
け
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
対
げ
細
に
把
握
し
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
実
証
的
に
分
析
す

る
こ
と
は
、
優
良
農
地
の
確
保
や
市
街
地
に
お
け
る
宅
地
等
の
供
給
の
促

進
を
目
標
と
す
る
土
地
政
策
(
税
制
等
)
の
有
効
性
を
考
慮
す
る
上
で
の

ひ
と
つ
の
情
報
か
』
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
論
で
は
、
農
地
の
都
市
的
転
用
を
農
家
の
資
産
選
択
行
動
の
結
果
と

し
て
哩
ぇ
、
農
家
の
金
融
資
産
の
保
有
状
況
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
現
状
の
把
握
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。

土
地
を
含
む
農
{
永
の
包
括
的
な
資
産
状
況
の
分
析
の
中
で
、
農
地
転
用
の

(

幻

)

動
向
を
捉
え
る
と
い
う
視
点
も
求
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
今
回
の
分
析
で
は
、
農
地
の
都
市
的
転
用
を
農
家
の
供
給
反
応
と

し
て
の
み
捉
え
た
か
ら
、
転
用
農
地
価
格
は
非
農
業
部
門
で
形
成
さ
れ
る

市
街
地
価
格
か
ら
波
及
し
て
形
成
さ
れ
る
農
家
部
門
に
と
っ
て
は
外
生
的

な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
近
似
的
な
取
り
扱

い
で
あ
っ
て
、
第
六
図
で
見
た
よ
う
に
、
転
用
農
地
価
格
は
市
街
地
価
格

〈

川

此

)

よ
り
も
激
し
く
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
農
家
保
有
の
金
融
資
産



の
順
調
な
増
加
や
、
あ
る
い
は
都
市
的
利
用
の
可
能
な
農
地
の
賦
存
量
の

減
少
(
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
)
等
に
よ
る
供
給
関
数
の
上
方
シ
フ
ト

(
第
五
図
参
照
)
が
、
転
用
農
地
価
格
を
相
対
的
に
高
く
す
る
要
因
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

注
(

l

)

こ
の
よ
う
な
分
析
に
、
磯
辺
〔
呂
〕
、
石
井
〔
7
〕
、
鰐
部
〔
U
A

〕、

飯
島
〔
4
〕
、
農
林
水
産
省
〔
幻
〕
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

農
地
転
用
だ
け
で
は
な
く
、
農
地
価
格
の
動
向
あ
る
い
は
そ
の

要
因
に
関
す
る
分
析
を
含
む

Q

磯
辺
〔
B
〕
は
、
農
地
転
用
を
日

本
経
済
の
高
度
蓄
積
・
成
長
の
農
業
へ
及
ぼ
す
影
響
の
ひ
と
つ

と
し
て
捉
え
、
昭
和
三

0
年
代
に
お
い
て
農
地
転
用
と
工
業
の

設
備
投
資
と
の
相
関
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
磯
辺

〔
8
〕
、
石
井
〔
7
〕
、
鰐
部
〔
包
〕
に
お
い
て
、
農
地
転
用
の
広
域

拡
散
化
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
石
井
〔
7
〕
、
鍔
部
〔
日
比
〕
、

飯
島
〔
4
〕
に
お
け
る
農
地
転
用
に
関
す
る
分
析
は
、
主
と
し
て

現
状
分
析
で
あ
り
、
そ
の
要
因
に
関
し
て
は
、
住
宅
地
、
工
業

用
地
、
公
共
用
地
等
の
需
要
要
因
に
つ
い
て
の
指
摘
が
為
さ
れ

て
い
る
。
飯
島
〔
4
〕
は
、
農
地
価
格
上
昇
の
要
因
の
ひ
と
つ
と

し
て
農
地
転
用
を
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
飯
島
〔
4
〕
で
は
、

農
地
価
格
上
昇
の
四
大
要
因
と
し
て
、

(
i
〉
住
宅
用
・
工
業
用

な
ど
の
転
用
実
需
要
、
(
一
日
)
代
替
地
取
得
(
転
用
高
地
価
の
農

村
内
へ
の
波
及
)
、
(
出
)
土
地
改
良
あ
る
い
は
規
模
拡
大
欲
求

な
ど
の
農
業
内
的
要
因
、

(

W

)

公
共
事
業
要
因
(
道
水
路
・
鉄

道
・
公
共
施
設
等
)
、
を
掲
げ
て
い
る
c

飯
島
〔
4
〕
は
、
農
地

《
ノ

l
卜
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価
格
上
昇
の
基
本
的
な
要
因
は
転
用
需
要
が
存
在
す
る
こ
と
で

あ
る
と
い
う
定
式
化
を
行
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
農
林
水
産
省
〔
幻
〕
は
、
昭
和
四
四
年
に
お
け
る
農
地
転
用

の
急
増
(
後
出
第
一
図
お
よ
び
第
三
図
参
照
)
の
要
因
の
ひ
と

つ
と
し
て
「
か
け
込
み
転
用
」
を
掲
げ
、
ま
た
、
地
域
別
の
分

析
に
よ
り
、
農
地
転
用
率
と
農
地
価
格
(
全
国
農
業
会
議
所
中

国
価
格
)
と
の
相
関
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。

(

2

)

岩
田
〔
5
〕
は
、
第
四
章
「
農
家
の
資
産
選
択
と
農
地
転
用
」

に
お
い
て
、
農
地
転
用
を
農
地
と
家
屋
と
の
間
の
、
あ
る
い
は

農
地
と
ア
パ
ー
ト
経
営
と
の
間
の
農
家
の
資
産
選
択
行
動
の
結

果
と
し
て
定
式
化
し
、
農
地
が
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
る
か
は
、

(

l

)

そ
の
投
資
機
会
、

(

2

)

資
産
保
有
に
関
し
て
の
、
収
益
性
、

不
確
実
性
、
流
動
性
、
可
分
性
お
よ
び
可
逆
性
の
組
み
合
わ
せ

に
対
す
る
投
資
家
(
農
家
)
の
選
好
、
と
に
依
存
す
る
と
し
て

い
る
。
岩
田
〔
6
〕
お
よ
び
黒
岩
〔
け
は
]
で
は
、
家
計
(
後
者
に
お

い
て
は
農
家
)
の
土
地
売
却
行
動
を
消
費
の
異
時
点
間
配
分
と

し
て
定
式
化
し
て
い
る
。

(

3

)

農
林
水
産
省
〔
引
〕
で
は
、
こ
れ
を
い
わ
ゆ
る
「
か
け
込
み
転

用
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
古
川
に
関
し
て
は
後
述
。

(

4

)

昭
和
四
五

t
四
八
年
の
米
生
産
調
整
対
策
下
で
、
各
年
二
万

六
千

t
二
万
九
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
田
が
休
耕
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
水
田
の
か
な
り
の
部
分
は
粗
放
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
「
耕
地
面
積
調
査
」
で
は
、
こ
の
期
間
「
耕
地
の
か
い

九
九
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廃
」
と
は
見
な
さ
れ
ず
、
休
耕
に
対
す
る
補
助
金
の
中
止
さ
れ

た
昭
和
四
九
年
に
、
水
田
に
復
帰
で
き
な
か
っ
た
(
何
ら
の
作

物
も
作
付
け
さ
れ
な
か
っ
た
)
部
分
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
壊
廃

し
た
と
見
な
さ
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
壌

廃
部
分
は
「
耕
地
面
積
調
査
」
上
、
昭
和
四
九

I
五
一
年
に
現

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

5

)

『
農
家
経
済
調
査
』
が
サ
ソ
プ
ん
と
し
て
選
ば
れ
た
農
家
か

ら
得
ら
れ
た
数
字
で
、
『
農
業
及
び
農
家
の
社
会
勘
定
』
が
『
農

家
経
済
調
査
』
そ
の
他
多
く
の
統
計
資
料
に
よ
り
推
計
し
た
も

の
で
あ
り
、
と
く
に
土
地
売
却
代
金
に
関
し
て
は
、
『
農
業
及

び
農
家
の
社
会
勘
定
』
で
の
推
計
に
お
い
て
、
『
農
家
経
済
調

査
』
の
数
字
を
、
ほ
と
ん
ど
用
い
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
『
農

家
経
済
調
査
』
で
不
ヅ
ト
の
土
地
売
却
代
金
を
算
出
す
る
際
の

土
地
購
入
額
の
中
に
は
、
開
塑
・
開
田
を
は
じ
め
と
す
る
土
地

改
良
投
資
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
土
地
の
売
買
差
益
と
し
て

は
過
小
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
土
地
の

購
入
を
控
除
し
な
い
土
地
売
却
額
(
粗
)
を
第
1
表
B
に
参
考

と
し
て
示
し
て
あ
る

G

こ
の
数
字
を
見
て
も
、
両
統
計
に
よ
る

土
地
売
却
可
処
分
所
得
比
は
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

(

6

)

こ
こ
で
は
主
と
し
て
、
所
得
の
う
ち
の
多
く
を
農
業
に
は
依

存
し
て
い
な
い
農
家
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
『
農
業
及
び
農

家
の
社
会
勘
定
』
に
よ
る
と
、
農
家
の
住
宅
へ
の
投
、
貨
と
農
業

一O
O

へ
の
投
資
(
た
だ
し
政
府
か
ら
の
資
本
移
転
は
控
除
)
と
の
関

係
は
、
昭
和
三
五
年
に
お
い
て
一
対
一
・
七
、
昭
和
四
五
年
、

一
対

0
・
八
、
昭
和
五

O
年
、
一
対
一
・
て
昭
和
五
五
年
、

一
対

0
・
九
で
あ
り
、
農
家
の
固
定
資
本
形
成
に
お
い
て
住
宅

投
資
の
占
め
る
割
合
は
高
い
。

(

7

)

農
家
の
貯
蓄
(
消
費
)
関
数
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
本

論
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
土
地
売
却
と
農
家
貯
蓄

と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
た
。
農
家
の
貯
蓄
(
消

費
)
行
動
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
多
く
の
業
績
が
残
さ
れ
て
い

る
。
荏
問
河
津
〔
2
〕
は
、
土
地
売
却
代
金
の
消
費
(
貯
蓄
)
性
向

に
与
え
る
影
響
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
c

(

B

)

小
宮
〔
同
]
で
一
万
さ
れ
た
裁
定
条
件
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
左
に
掲
げ
る
諸
仮
定
の
下
で
、
対
象
と
な
る
耐

久
生
産
財
と
リ
ス
ク
の
程
度
の
ほ
ぼ
等
し
い
資
産
の
予
想
収
益

率

P
、
そ
の
耐
久
生
産
財
の
現
在
の
価
格
、
ヘ
(
誌
十
戸
)
期
の

期
初
に
お
け
る
予
想
価
格
旬
、
s
士
、
各
期
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
の

賃
貸
料
所
得
コ
と
し
て
(
、
お
士
、
コ
は
り
ス
ク
の
程
度
に
よ

っ
て
適
当
に
割
引
か
れ
て
い
る
)
、
任
意
の

n
に
対
し
て

ご
-
、
=
+
H

I

l

l

-

-

(
-
十
も
)
帆
-
(
-
十
可
)
記

仮
定
は
(
・
1
)
固
定
供
給
、
(
日
)
完
全
移
動
性
、

(

-

m

)

予
想
の

一
致
、

(

W

)

取
引
価
格
の
無
視
、
資
金
は
一
定
の
刺
子
率
で
無

限
に
供
給
さ
れ
る
、
の
四
つ
で
あ
る
。

可

11 

:凶=

. 
( 

回

、



土
地
市
場
に
関
す
る
理
論
的
分
析
に
は
、
小
宮
〔
ゆ
〕
の
他
に
、

岩
田
〔
5
〕
、
〔
6
〕
、
中
嶋
〔
凶
〕
、
〔
げ
〕
、
藤
田
〔
3
〕
、
野
口

〔
沼
〕
、
〔
円
〕
が
あ
る
。
岩
田
〔
5
〕
の
第
二
章
「
地
価
の
基
礎
理

論
」
で
は
、
定
期
預
金
を
収
益
の
実
現
が
確
実
で
流
動
的
な
資

産
、
土
地
を
収
益
の
実
現
が
不
確
実
で
非
流
動
的
な
資
産
と
し

て
、
不
確
実
性
の
み
を
考
慮
し
、
投
資
家
の
期
待
効
用
最
大
化

を
仮
定
し
た
資
産
選
択
モ
デ
ル
、
お
よ
び
不
確
実
性
と
流
動
性

を
考
慮
し
た
効
用
最
大
化
モ
デ
ル
に
よ
る
地
価
決
定
の
理
論
を

展
開
し
て
い
る
。
一
般
に
、
転
用
農
地
価
格
の
上
昇
率
が
十
分

に
高
〈
、
農
地
保
有
に
よ
る
期
待
収
益
率
が
他
の
多
く
の
資
産

の
期
待
収
益
率
よ
り
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
と
ぎ
に
で

も
農
家
が
農
地
を
売
却
す
る
と
い
う
行
動
や
同
一
の
農
家
が
農

地
を
切
り
売
り
し
て
い
く
と
い
う
行
動
は
、
山
石
田
〔
5
〕
の
理
論

モ
デ
ル
に
よ
り
説
明
さ
れ
る
(
岩
田
〔
6
〕
に
つ
い
て
は
前
述
)

G

中
嶋
〔
日
目
〕
、
藤
田
〔
3
〕
は
小
宮
〔
問
〕
の
理
論
そ
デ
ル
を
用
い

た
規
範
的
分
析
で
あ
る
。
た
だ
、
中
嶋
〔
凶
〕
、
藤
田
〔
3
〕
で
は

小
宮
〔
悶
〕
、
岩
田
〔
5
〕
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
将
来
価

格
や
収
益
に
関
す
る
不
確
実
性
お
よ
び
土
地
の
非
流
動
性
に
つ

い
て
明
確
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

野
口
〔
同
〕
、
〔
川
口
〕
は
現
在
お
よ
び
将
来
の
宅
地
需
要
を
現
在

地
価
の
関
数
と
し
て
表
わ
す
市
場
モ
デ
ル
を
用
い
た
二
時
点
分

析
で
あ
る
。

ま
た
市
街
地
価
格
の
形
成
に
関
す
る
実
証
分
析
に
は
圏
土
庁

《
ノ

l
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

〔
日
〕
、
門
ロ
〕
、
経
済
企
画
庁
〔
叩
〕
が
あ
る
。

(

9

)

経
済
的
に
み
て
都
市
的
利
用
が
可
能
と
い
う
の
は
、
あ
る
土

地
を
、
農
林
業
的
利
用
を
前
提
に
し
て
の
取
引
価
格
よ
り
も
高

い
価
格
で
購
入
ま
た
は
賃
借
し
、
宅
地
等
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
そ
の
利
用
者
に
と
っ
て
採
算
的
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
土
地
利
用
方
法
に
関
し
て
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
(
昭
和
四
四
年
七
月
制
定
、
昭
和
五
五
年
五
月
最

終
改
正
)
お
よ
び
新
都
市
計
画
法
(
昭
和
四
三
年
制
定
〉
に
よ

る
制
度
的
な
規
制
が
為
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、
都
市
的
利
用
の
可
能
な
土
地
と
そ
う
で

な
い
土
地
と
の
境
界
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

第
四
節
で
行
な
う
供
給
関
数
の
計
測
に
探
し
て
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
・
な
い
点
で
あ
る
。

(
山
)
既
成
中
巾
街
池
の
潤
辺
に
宅
地
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
続
い
て

公
共
施
設
叫
の
整
備
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
が
行

な
わ
れ
る
ζ

と
を
前
提
と
せ
ず
に
、
既
成
市
街
地
か
ら
全
く
隔

絶
し
た
主
乙
ろ
に
新
市
街
地
の
形
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

既
成
市
街
地
の
周
辺
に
新
市
街
地
が
形
成
さ
れ
る
の
は
、
既
成

市
縄
地
の
公
共
施
設
を
(
不
便
で
は
あ
る
が
)
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の
広
が
り
は
、

人
々
が
ど
の
程
度
の
不
便
を
、
そ
の
土
地
(
あ
る
い
は
土
地
用

役
)
の
価
格
と
の
か
ね
合
い
で
許
容
す
る
か
に
依
存
す
る
。

公
共
施
設
の
整
備
に
よ
り
都
市
的
利
用
の
可
能
な
土
地
が
増

O 



《
ノ
!
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

加
す
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
土
地
が
供
給
さ
れ
た

と
い
う
。
ま
た
、
都
市
的
利
用
の
可
能
な
土
地
の
中
で
、
農
地

等
の
様
に
都
市
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
土
地
が
新
た
に

都
市
的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
土
地
は

(
都
市
的
用
途
へ
)
転
用
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
定
義
は
岩
田

〔
6
〕
に
し
た
が
っ
て
い
る
c

(
日
)
小
宮
〔
同
〕
、
中
嶋
〔
凶
〕
、
〔
げ
〕
、
藤
田
〔
3
〕
で
は
、
(
昌
二
)

期
の
期
初
に
お
け
る
土
地
の
予
想
価
格
(
川
式
で
は
〉
(
]
l
T

Y
V
)
は
現
実
の
価
格
旬
、
H

の
動
き
と
は
無
関
係
に
所
与
で
与

え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

(
ロ
)
こ
れ
は
資
産
選
択
の
理
論
に
関
す
る
平
均
・
分
散
接
近
と
同

一
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
資
産
選
択
理
論
な
ら
び
に
期
待
効
用

仮
説
に
関
す
る
一
般
的
説
明
と
し
て
は
、
例
え
ば
館
〔
包
〕
、
酒

井
〔
辺
〕
が
あ
る
。

(
ロ
)
地
域
社
会
計
画
セ
ン
タ
ー
〔
l
〕
に
よ
る
東
京
都
町
田
市
お
よ

ぴ
神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
に
お
け
る
農
家
の
土
地
売
却
行
動

に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
昭
和
三
O
年
以
降
二
五
年
間

に
農
家
が
得
た
土
地
売
却
代
金
(
た
だ
し
森
林
・
原
野
の
売
却

に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
)
の
用
途
別
支
出
額
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
両
地
域
の
合
計
で
、
用
途
別
シ
ェ
ア

の
最
も
大
き
い
の
は
相
続
税
の
支
払
い
(
二
六
・
三
%
)
、
続

い
て
貯
金
・
株
式
ハ
二
五
・
0
4
F
)
、
貸
家
・
ア
パ
ー
ト
の
建
設

(
一
五
・
二
必
)
、
白
宅
の
増
改
築
(
一
二
・
O
%
)
、
土
地
の

O 

購
入
(
一

0
・
八
%
)
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
地
域
社
会

計
画
セ
ソ
タ

l
〔
l
〕
は
、
千
葉
県
松
戸
市
と
我
孫
子
市
に
お
け

る
右
と
類
似
の
調
査
結
果
(
昭
和
五
三
年
)
を
も
示
し
て
い
る

が
、
土
地
売
却
代
金
の
用
途
別
支
出
額
の
シ
ェ
ア
に
関
し
て
、

松
戸
市
左
我
孫
子
市
に
お
い
て
は
消
費
的
な
使
わ
れ
方
が
比
較

的
多
い
こ
と
を
除
い
て
、
右
と
類
似
の
結
果
を
得
て
い
る
。

(

凡

)

注
(

7

)

参
照
。

(
日
)
但
し
、
こ
の
よ
う
な
分
析
は
、
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析

を
念
頭
に
置
け
ば
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
凶
)
こ
の
こ
と
は
、
何
ら
か
の
期
待
地
価
上
昇
率
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
に
等
し
い
。

(
げ
)
以
上
の
議
論
は
、
市
街
化
調
整
区
域
内
を
例
と
し
て
行
な
わ

れ
た
。
市
街
化
区
域
内
に
お
け
る
転
用
農
地
価
格
は
、
本
文
と

同
じ
期
間
に
つ
い
て
、
全
圏
平
均
で
、
田
畑
を
問
わ
ず
三
・
三

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
時
価
一
O
万
円
を
起
え
る
水
準
に
あ

る
。
ま
た
昭
和
四
八
年
以
降
は
、
市
街
化
区
域
内
農
地
に
対
し

て
、
そ
の
他
の
農
地
に
対
す
る
よ
り
も
低
い
譲
渡
所
得
税
率
と
、

総
て
の
市
街
化
区
域
内
農
地
に
対
し
て
で
は
な
い
が
、
よ
り
高

い
回
定
資
産
税
率
が
摘
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
街

化
区
域
内
農
地
に
つ
い
て
は
、
川
式
の
裁
定
条
件
を
考
慮
す
る

に
あ
た
っ
て
の
期
待
将
来
収
益
、
%
の
重
要
性
は
よ
り
小
さ
な

も
の
と
な
る
。
但
し
、
異
な
っ
た
固
定
資
産
税
率
を
摘
用
し
て

い
る
こ
と
の
実
効
性
は
乏
し
い
。



(
市
川
)
都
道
府
県
別
の
ク
ロ
ス
・
セ
タ
シ
ョ

γ
デ
ー
タ
に
よ
る
計
測

も
行
な
っ
た
が
、
良
好
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
注
(
引
)

参
照
。

(
印
)
注
(
呂
)
参
照
。

(
お
)
両
対
数
線
型
式
に
よ
る
計
測
(
h
v
k
曲
、
、
の
項
に
は
対
前
年
度

比
の
指
数
を
用
い
た
)
も
行
な
っ
た
が
、
線
型
式
に
よ
る
計
測

式
に
比
し
て
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

(
小
山
)
都
道
府
県
別
の
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
に
よ
る
計
測

結
果
を
参
考
と
し
て
示
し
て
お
く
。

(
ク
ロ
ス
・
セ
ク
シ
ョ
ン
、
昭
和
五
五
午
度
)

匂
N
¥
円
、
宮
川

8
0・
∞
+
一
・
日
C
U
U
M
a
O
B
H
V
K
F目
¥
』

J
L
7
z

〔0
・4
0印
M
〕
〔
|

0
・
工
O
白〕

(ω
・ム一
M

)

(

一
・
]
印
日
)
保
持

!
日
・
吋

EU~-P

〔

1
0・吋
A
U
M
叩
〕

(
|
品
・
一
三
日
)

河
N
U
0
・
2
2・
同
-
に
-
N

一S-M

地
域
に
よ
る
す
う
勢
的
な
地
価
上
昇
率
に
対
す
る
期
待
の
相

違
を
考
慮
し
て
、
過
去
五
年
間
の
実
現
さ
れ
た
地
価
上
昇
率
の

平
均
、
ト
&
7
2
を
用
い
て
、
当
年
に
お
け
る
地
価
上
昇
率

、
ト
自
に
ウ
ェ
ー
ト
を
付
け
た
が
有
意
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。針

演
結
果
を
見
る
限
り
、
』
己
と

k-P
の
係
数
は
有
意
で
あ

《
ノ
l
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

る
が
、
い
く
つ
か
の
県
の
デ
ー
タ
を
除
い
た
計
測
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
、
L

『
じ
の
係
数
も
安
定
的
で
は
な
く
、

h
pの
係
数
だ
け

が
有
意
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。

(
辺
)
他
の
計
測
式
に
つ
い
て
分
散
分
析
表
を
示
し
て
い
な
い
の
は
、

農
地
転
用
率
(
一
回
積
)
と
転
用
農
地
価
格
』
己
と
の
単
相
関
が

負
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
お
)
土
地
を
含
む
農
家
の
資
産
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
に
、

泉
田
〔
ヲ
〕
、
鈴
木
〔
辺
〕
が
あ
る
c

泉
田
〔
9
〕
は
、
一
九
六

O
t

六
一
、
一
九
六
七

t
七
四
年
度
に
つ
い
て
農
家
の
リ
ベ
レ

1
ジ
M

レ
イ
シ
ヨ
(
変
動
価
格
資
産
純
資
産
比
率
、
土
地
は
変
動
価

格
資
産
の
最
大
の
構
成
項
目
で
あ
る
)
を
計
算
し
、
そ
れ
が
極

め
て
安
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
い
出
し
て
い
る
。

〔
参
考
文
献
〕

〔
l
〕
地
域
社
会
計
画
セ
ン
タ
ー
『
東
京
近
郊
の
都
市
化
過
程
と
土
地
所

有
者
の
行
動
』
(
総
合
研
究
開
発
機
構
助
成
研
究

Z
河
∞
吋
唱
え
昭

和
五
五
年
)
。

〔
2
〕
荏
開
津
典
生
「
家
計
と
し
て
の
農
家
」
(
磯
辺
俊
彦
編
著
『
日
本

の
農
家
』
、
農
林
統
計
協
会
、
昭
和
五
四
年
)
。

〔
3
〕
藤
田
晴
「
土
地
問
題
と
財
政
政
策
」
(
経
済
審
議
会
土
地
政
策
研

究
委
員
会
『
土
地
政
策
研
究
委
員
会
報
告
第
二
部
』
、
昭
和
四
五
年
〉
。

〔
4
〕
飯
島
充
男
「
農
地
転
用
の
実
態
と
地
価
上
昇
」
(
近
藤
康
男
編
『
日

本
農
業
年
報
V
U
何
回
以
』
、
御
茶
の
水
宏
一
回
房
、
昭
和
五
六
年
)
。

O 



《
ノ

1
ト
》

農
地
転
用
の
供
給
関
数
分
析

[
5
〕
岩
田
規
久
男
『
土
地
と
住
宅
の
経
済
学
』
(
日
本
経
済
新
聞
社
、

昭
和
五
二
年
)
。

〔6
〕

1
l
i
「
地
価
の
理
論
と
土
地
税
制
(
上
)
、
(
下
)
」
(
『
経
済
評
論
』

第
二
ニ
巻
八
月
号
お
よ
び
九
月
号
、
一
九
七
三
年
)
。

〔7
〕
石
井
啓
雄
「
農
地
転
用
の
増
加
と
高
地
価
圧
力
」
(
近
藤
康
男
編

『
日
本
農
業
年
報
M
M
回
』
、
昭
和
四
九
年
)
。

〔
8
〕
磯
辺
俊
彦
「
工
業
化
と
農
地
問
題
」
(
近
藤
康
男
編
『
日
本
農
業

年
報
以
〈
』
、
昭
和
四
一
年
)
。

〔
9
〕
泉
田
洋
一
「
農
家
お
よ
び
農
協
の
資
金
調
達
と
そ
の
運
用
」
(
加

藤
譲
・
荏
開
津
典
生
編
『
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
農
業
』
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
入
年
)
。

〔
川
〕
経
済
企
画
庁
『
年
次
経
済
報
告
昭
和
五
六
年
度
』
。

〔
け
〕
国
土
庁
『
国
土
の
利
用
に
関
す
る
年
次
報
告
』
各
年
度
版
。

〔
ロ
〕
|
|
『
地
価
の
時
系
列
的
分
析
に
関
す
る
研
究
報
告
書
』
(
昭
和

五
三
年
)
。

〔
ゆ
〕
小
{
呂
隆
太
郎
「
土
地
の
価
格
」
(
大
塚
久
雄
・
小
宮
隆
太
郎
・
岡

野
行
秀
編
『
地
域
経
済
と
交
通
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一

年)。

〔
い
け
〕
黒
岩
和
夫
「
地
価
上
昇
と
農
地
の
転
用
」
(
加
藤
譲
・
荏
関
津
典
生

編
『
前
掲
書
』
)
。

〔
日
〕
両
角
和
夫
「
農
業
農
家
を
め
ぐ
る
資
金
循
環
構
造
」
(
『
地
域
経
済

の
構
造
と
主
体
』
、
農
業
総
合
研
究
所
、
特
別
研
究
「
日
本
農
業
の

構
造
と
展
開
方
向
」
研
究
資
料
第
一
三
号
、
昭
和
五
入
年
)
。
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〔
凶
〕
中
嶋
千
尋
「
土
地
の
価
格
理
論
と
土
地
税
制
」

地
政
策
研
究
委
員
会
『
前
掲
書
』
)
。

〔
げ
〕
|
|
「
農
地
の
価
格
理
論
」
(
篠
原
泰
三
編
『
農
業
土
地
資
本
の

研
究
』
、
東
古
川
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
)
。

〔
同
〕
野
口
悠
紀
雄
「
土
地
課
税
の
経
済
効
果
」
(
『
季
刊
理
論
経
済
学
』

第
三
二
巻
第
三
号
、
一
九
八
一
年
)
。

〔山口〕

ill
「
土
地
課
税
の
経
済
効
果
」
(
『
一
橋
論
叢
』
、
昭
和
五
七
年
)
。

〔
勾
〕
農
林
水
産
省
『
農
政
の
課
題
と
展
開
方
向
』
(
昭
和
五
八
年
)
。

〔
幻
〕
|
|
『
農
業
の
動
向
に
関
す
る
年
次
報
告
昭
和
四
八
年
度
版
』
。

〔
辺
〕
酒
井
泰
弘
『
不
確
実
性
の
経
済
学
』
(
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
)
。

〔
お
〕
鈴
木
忠
和
「
農
家
の
土
地
資
産
の
重
み
」
(
篠
原
泰
三
編
『
前
掲

書
』
)
。

〔
お
〕
館
龍
一
郎
・
浜
田
宏
一
『
金
融
』
第
一
ニ
章
「
家
計
の
金
融
行
動
」

(
岩
波
書
居
、
-
九
七
二
年
)
。

〔
お
〕
鰐
部
親
良
「
農
地
転
用
の
現
状
と
農
地
の
保
全
」
(
『
長
期
金
融
』

第
五
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号
、
昭
和
五
一
年
)
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